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Ⅰ 学部の現況及び特徴 

１ 現況  

（１）大学名  お茶の水女子大学生活科学部 

（２）所在地  東京都文京区大塚2-1-1 

（３）学部等の構成 

   学科：食物栄養学科、人間・環境科学学科、人間生活

学科 

   関連施設：生活環境教育研究センター（shokuiku部門

を含む）、ジェンダー研究センター、人間発達教育研

究センター 

（４）学生数及び教員数（平成23年５月１日現在） 

 学生数：学部５７９人 

   専任教員数：４５人 

   助手数：０人 （AF1人 AA7人） 

 

２ 特徴 

お茶の水女子大学は、国立大学法人化にあたり、そ

のミッションとして、「お茶の水女子大学は、学ぶ意欲の

あるすべての女性にとって、真摯な夢の実現される場と

して存在する。」となることを掲げ、業務・教育・研究の改

革にあたってきた。創立以来 137 年にわたり、日本の女

子教育を先導してきた伝統を踏まえ、グローバル化時代

の各界（研究・教育・行政・産業）で活躍する女性リーダ

ーを育成し、同時に女性の雇用や生活環境の改善（ワ

ークライフバランス）を図ることで、21 世紀の日本社会の

革新を女子大学から発信する役割を担っている。 

本学の歴史は、明治８(1875)年の東京女子師範学校

創立に始まり（明治 41 年に東京女子高等師範学校と改

称）、我が国最初の国立の女子高等教育機関として、全

国から選抜された女子学生を集め、多くの教育者・研究

者を育てた。女子高等師範学校時代の明治 32 年に技

芸科が設置され今日の生活科学部の源となった。その

後東京女子高等師範学校時代の大正３年に家事科が

師範学校・高等女学校の教員養成のために設置され

た。 

昭和 24（1949）年に新制の女子総合大学として文学

部と理家政学部の２学部で発足し、昭和 25 年、文教育

学部、理学部と家政学部（児童学科、被服学科、食物学

科）の３学部となった。さらに昭和 43 年に家庭経営学科

が設置された。その後平成４年に改組を行い、生活環境

学科（生活工学講座、食物科学講座、人間科学講座）、

人間生活学科（発達臨床学講座、生活社会科学講座、

生活文化学講座）の２学科６講座とし、学部名称も生活

科学部へと改称した。平成 13 年に人間科学講座が人類

科学講座に、平成 14 年に発達臨床学講座が発達臨床

心理学講座に各改称した。そして平成 16 年、生活環境

学科が食物栄養学科（管理栄養士養成課程）と人間・環

境科学科の２学科となり、人間生活学科とあわせて、生

活科学部は３学科、３講座（食物栄養学科、人間・環境

科学科、人間生活学科発達臨床心理学講座、同学科 

生活社会科学講座、同学科生活文化学講座）となり現

在に至っている。本学部は自然科学系の食物栄養学科

と人間・環境科学科、人文社会科学系の人間生活学科

の 3 学科で構成された文理融合型で、理系・文系の枠を

超えた学際的なプログラムが特徴である。現在の学科講

座の特徴は以下のとおりである。 

食物栄養学科は“食物と人を見つめるサイエンス"をキ

ーワードとして、食物と栄養に関する科学的視点と実践

力を身につけた、食物栄養学の専門家の育成を目指し、

広い専門性と充実した実験・実習を特徴とする。人間・

環境科学科は環境と人間との間の相互作用を、環境と

人間の双方の視点から捉え、人間と環境がバランスを保

ちつつ暮らせる具体的な対策を社会に対して提案して

いく学科で、理工系基礎科目を履修し、基礎力を身につ

けた上で専門科目を学ぶことを特徴とする。人間生活学

科には、① 発達臨床心理学講座、② 生活社会科学講

座、③ 生活文化学講座の 3 講座があり、それぞれが提

供するプログラムのもとで、① 人間の発達を、発達心理

学、臨床心理学、保育学を柱にして実践的に学ぶ、② 

家族、高齢者、教育、消費者問題などを、生活者の視点

から社会科学の方法によって学ぶ、③ 生活に根ざした

視点から文化を歴史の中で、また、美意識の変遷を比較

文化的な視点から学ぶことを、目標にしている。本学科

では複数プログラム選択履修制度を平成 23 年度から導

入し、２年次への進学時に上記の３つの主プログラムの

中から選ぶこととした。 

本学部は激しく変化する社会における大学の機能の

再構築を常々行ってきており、学部のミッションを常に

考えてきた。具体的には家政学部から生活科学部へと
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改組することで旧来の家政学の範疇を超えた新しい生

活科学を構築してきた。すなわち人間と生活と環境を多

角的な視点と複合的なアプローチで探求する学部へと

ミッションを充実させてきた。 

平成 22 年に新成長戦略「元気な日本」復活のシナリ

オが政府により発表された。｢グリーン･イノベーション｣、

｢ライフ･イノベーション｣等の成長分野に日本の将来を

託そうとするもので、、新しく、エコ住宅、バリアフリー住

宅、革新的な医薬品、医療・介護技術の研究開発など

生活に関連する産業に経済成長の重点を移そうという

ものである。生活科学部のミッションはこの新しい時代

に対応することのできる学部としてさらに発展していか

ねばならない。一方で小学校、中学校、高等学校の家

庭科という教育・学問分野を担う人材を養成してきたの

も本学部の大きなミッションである。この分野の若い研

究者、教育者を今後も育成し、社会に送り出すことも本

学部の大きなミッションと考える。 

 



お茶の水女子大学生活科学部 

- 3 - 

Ⅱ 目的 

お茶の水女子大学は、1875年(明治８年)、「御茶ノ水」(文京区湯島)に東京女子師範学校が開校されて以来137年の間、国によって設置さ

れた最も歴史ある女性の高等教育機関としての使命を遂行し、多くの優れた女性を社会に輩出してきた。「お茶の水女子大学は、学ぶ意欲

のあるすべての女性にとって、真摯な夢の実現される場として存在する。」この標語の下、常に時代の変化に敏感でありつつも普遍的な真理

を追究し、そのことによって、女性も男性も自由かつ対等に活躍できる多様で豊かな人間社会を実現するという歴史的使命を果たしていくこ

とを目指している。そのために広く知識を授け、深く専門の学術を教授、研究し、知的、道徳的及び応用的能力を養い、もって社会の諸分野

における有為にして教養高き女子を養成し、併せて文化の進展に寄与することを目的としている。高度な専門教育と並んでリベラル・アーツ

教育も重視すると同時に、高度な専門教育における長年の蓄積を生かし、それを発展させ、一人ひとりに豊かな学びの可能性を拓いてゆく。

また基礎研究を力として、独自の研究の開拓・実践に努め日本の文化と科学の発展に資する研究や、生活の質の向上を促す研究、さらには、

次代を見据えた先端的創造的研究に果敢に挑戦し続ける。また海外との研究・教育上の人的交流・文化的交流を意欲的に進める。さらに社

会的存在としての大学のあり方を自覚しつつ、教育と研究の成果を社会に還元し、広く社会に貢献する。 

 

科学技術の進展、情報化、国際化、少子高齢化など、現代社会の大きな変化は、私たちの生活を大きく変えようとしている。そして、生活の

質と仕方を再検討し、これからの時代にふさわしい価値と基準を生み出していくことが強く求められている。生活科学部では人間らしい豊か

で健康な生活とはなにか、異なる人々との共生にどう対応していくのか、環境と人間との共存の実現にはなにをすればよいのかをテーマとし

ている。自然・人文・社会科学的教養に基づき、人間と生活についての総合的な学識を身に付け、生活者の立場から、社会で活躍できる優

秀な人材を養成することを目的としている。家政学部から生活科学部への変革は、そのまま社会における女性の位置や役割、そしてそれら

に対する認識の変化に対応するものであるといえよう。そしてそれに応じて、生活科学は、家政学に比べてはるかに広い問題領域を対象と

するようになった。しかし生活科学の固有性は、どこまでも人間生活という視点に立つところにある。そのような意味で生活科学は、身体と精

神にかかわる諸問題を人間生活という視点から捉え直す包括科学であるといえる。 

 

この目的を達成するため生活科学部各学科の目的を、次に掲げるとおりに定めている。 

(1) 食物栄養学科は、“食物と人を見つめるサイエンス”をキーワードとして、食物について科学的概念と実践的知識を身につけた、食物栄養

学の専門家の育成を目指している。おいしさ、香り、品質といった食品を中心とする研究に加え、食物が人間に対してどのように機能する

かという人間栄養学的な研究教育を充実させ、また原料、生産（加工、調理）、流通を含めて、多数の人に食品を供給する場合を含めた食

品の安全性を評価し、トータルマネジメントする能力も養う。豊かな食生活や健康な社会を実現するために、食物と栄養について科学的

知識と実践的能力を備えた、将来の日本の食物栄養分野の研究・教育をリードしていける人材を育てていく。 

(2) 人類は利便性、快適性、安全性などを追求し、身の回りの環境を常に変えて来た。しかし人間が環境を変える力が大きくなり、バランスを

越えた急激な環境の改変が行われるまでに至った。そこで様々な“環境学”ができたが、その多くは行き過ぎた環境の改変に対する視点

が中心で、もう一方の人間に関しては、あまり扱っているとは言えない。そこで、人間・環境科学科は、たがいに影響を受け合って変化す

る環境と人間との間のダイナミクス（相互作用）を、人間と環境がバランスを保ちつつ暮らせる視点から具体的な対策を社会に対して提案

していくことを目的としている。生活者たる人間と環境との相互作用に関する深い理解を備え、科学的手法を応用して、生活面での諸課題

に対して人間と環境が共存しうる方策を考案し、かつ、実社会にて実践できる優秀な人材を養成する。 

(3) 人間生活学科は、個人の発達や心の健康、人間と社会の関係、生活と文化について、多角的な視点と複合的なアプローチを駆使し、人

間と生活を総合的に理解し、分析する力を備えた優秀な人材を養成する。 

(a) 発達臨床心理学講座では、生涯にわたる人間の発達･変容と､それに対する支援･援助のあり方について、実践的な教育･研究を行う。

人間理解に関する教育・研究と心理臨床・保育実践との連携・融合、心理臨床と保育の現場を有機的につなぐ知の開発・創造を目指す。

発達心理学、臨床心理学、保育学を柱として、基礎となる様々な学問的知見、研究･実践の基礎的姿勢と方法を身につけた人材を養成

する。 

(b) 21世紀に入ってグローバル化がいっそう進展し、現下の日本社会は、少子高齢化や格差の拡大など脱工業化社会に特有な諸問題に
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直面している。いっけん平和で豊かに見えていた私たちのくらしの背後には、さまざまなリスクや問題が山積している。生活社会科学

講座は、こうした現代における日本や世界に生じる諸問題に、家族生活や市民生活に基盤をおく「生活者の視点」から、社会科学の方

法を用いて解明することを目指している。 

(c) 生活文化学講座は、日常生活に関わるさまざまな文化事象を対象として学際的に考究する学問である。衣食住に関わる物質文化はも

とより、家族や家庭に関わる思想文化まで広い領域に及ぶが、特に生活に関わる「もの」の文化を歴史と今日的視野で探究することを

特徴としている。つまり服飾、住まい、工芸、デザインなど生活造形を切り口とし、それらを比較文化論、民俗学、歴史学、美学などの手

法によって多角的に探究し、新しい文化論の構築を目指している。 

 

これらの目的を実現するために生活科学部の教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）は、文理融合の総合応用科学としての生活

科学という見地から、高度な専門知識、市民的教養、判断力を身につけることをカリキュラムの根本理念とし、それを実現するために、質の高

い講義、少人数の実験・実習・演習、個々に応じた卒業論文作成指導を基軸とするカリキュラムの中で、思考力と対話能力を広めかつ深める。

また各種資格の取得を念頭に高等学校・中学校教員免許（家庭）取得のための科目などを設置している。 

 

さらに生活科学部では学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）として以下のように定めている。 

生活科学部は、自然・人文・社会科学的教養に基づき、人間と生活についての総合的な学識を身につけ、生活者の立場から、社会で活躍で

きる人材で、所定の期間在学し、生活科学部履修規程に定められた所定の単位数を修得し、教員の指導のもとに卒業論文のテーマを決定し、

資料・データの収集を行い、学問の手法に則り、論理的な分析を行い、自ら卒業論文を完成し、審査に合格した者に学士の称号を与える。 

 

またキャリア支援プログラムとして、家庭科教員キャリア支援プログラム、消費生活アドバイザー資格取得支援プログラムのほか、栄養教諭

免許取得支援なども行なっている。またピア・サポートプログラムや学年を超えた交流や就職活動報告会など、学生生活を積極的にバックア

ップしている。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準1 部局の使命・目的 

 

（1）観点ごとの分析 

 

観点①：  大学の目的（学部、学科又は課程等の目的を含む。）が、学則等に明確に定められ、その目的が、

学校教育法第83条に規定された、大学一般に求められる目的に適合しているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学の目的は、学則第１条に定められている（資料1-①-A）。その目的にしたがって学則第3条の4において

生活科学部の学士課程の教育目的、および学部を構成する食物栄養学科、人間・環境科学科、人間生活学科の教

育目的を明確に定めている（資料 1-①-B）。すなわち現代生活の諸問題を文理融合の総合応用科学として理解・

分析する能力の養成を目的とすることが明示され、この目的にしたがった学科編成をとっている。 

 

資料1－①－A 大学の目的 

○国立大学法人お茶の水女子大学学則（抜粋） 

（目的） 

第1条 国立大学法人お茶の水女子大学(以下「本学」という。)は、広く知識を授け、深く専門の学術を教授、

研究し、知的、道徳的及び応用的能力を養い、もって社会の諸分野における有為にして教養高き女子を養成

し、併せて文化の進展に寄与することを目的とする。 

 

資料1－①－B 生活科学部の目的 

○国立大学法人お茶の水女子大学学則（抜粋） 

（生活科学部の目的） 

第3条の4 生活科学部は、自然・人文・社会科学的教養に基づき、人間と生活についての総合的な学識を身に

付け、生活者の立場から、社会で活躍できる優秀な人材を養成することを目的とする。 

2 前項の目的を達成するため、第3条第2項に定める生活科学部各学科の目的は、次に掲げるとおりとする。 

一 食物栄養学科 

食物栄養学科は、人間の「食」を自然科学的かつ総合的に捉え、豊かな食生活や健康な社会を実現する

ために、食物と栄養について科学的知識と実践的能力を備えた人材を養成する。 

二 人間・環境科学科 

人間・環境科学科は、生活者たる人間と環境との相互作用に関する深い理解を備え、科学的手法を応用

して、生活面での諸課題に対して人間と環境が共存しうる方策を考案し、かつ、実社会にて実践できる優

秀な人材を養成する。 

三 人間生活学科 

人間生活学科は、個人の発達や心の健康、人間と社会の関係、生活と文化について、多角的な視点と複

合的なアプローチを駆使し、人間と生活を総合的に理解し、分析する力を備えた優秀な人材を養成する。 
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【分析結果とその根拠理由】 

本学の掲げる目的は、「広く知識を授け、深く専門の学術を教授、研究し、知的、道徳的及び応用的能力を養い」、

これによって、「社会の諸分野における有為にして教養高き女子を養成し、併せて文化の進展に寄与すること」で

ある。このような目的のもと、生活科学部は、「自然・人文・社会科学的教養に基づき、人間と生活についての総

合的な学識」を養い、生活者の立場から社会に貢献できる人材を養成するという特色が明確に示されている。 

学部を構成する3学科についても、それぞれの目的は明確である。食物栄養学科は、食をめぐる問題点を自然

科学的・総合的に捉える視点、人間・環境科学科は、人間と環境の相互作用を自然科学的に捉える視点、人間生

活学科は、個人の発達・心理、社会生活の諸問題、生活文化という多角的な視点、各学科の特色が明確に示され

ている。 

これらは、学校教育法第83条に規定された大学一般に求められる目的に合致していると判断される。 

 

 

（2）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

生活科学が文理融合の総合的応用科学であり、本学部が生活者の視点で社会に発言できる人材の養成を目的と

することを明確に示している。各学科の特色とする目的は、そのなかに明確に位置付けられている。 

 

【改善を要する点】 

生活科学が、生活事象を対象とし、より豊かな現代生活を実現するための総合応用科学であるとするなら、生

活科学部としては常に現代的課題を検証し、それを教育目標に反映させる必要がある。その意味で生活科学部の

目的、あるいは今後の学部教育のありかたを論議する組織の設置が検討される必要がある。 
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基準2 教育研究組織 

 

（1）観点ごとの分析 

 

観点①：  学部及びその学科の構成（学部、学科以外の基本的組織を設置している場合には、その構成）が、

学士課程における教育研究の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 

【観点に係る状況】 

国立大学法人お茶の水女子大学学則では、生活科学部の目的を、自然・人文・社会科学的教養に基づき、人間

と生活についての総合的な学識を身に付け、生活者の立場から、社会で活躍できる優秀な人材を養成すること、

と定めている。すなわち、生活科学部は、生活に係る人間と環境とを分かつことなく、分析的かつ総合的に理解

する技法を学び、専門的学知に裏打ちされた確かな教養と豊かな構想力を身につけ、将来、社会の多方面で活躍

する女性リーダーを育成することを使命とする。これに従って、現代生活の諸問題を、生活者の視点から多面的

かつ総合的に解明することを目指し、食の科学と健康、人間と環境、人間の生活（発達と心の健康、社会、文化）

という人間生活の基本的主要問題群に従って、学則にて、学部を３学科で編成している（資料 2－①－A）。各学

科の目的は以下である。 

食物栄養学科の目的は、人間の「食」を自然科学的かつ総合的に捉え、豊かな食生活や健康な社会を実現する

ために、食物と栄養について科学的知識と実践的能力を備えた人材を養成すること、人間・環境科学科の目的は、

生活者たる人間と環境との相互作用に関する深い理解を備え、科学的手法を応用して、生活面での諸課題に対し

て人間と環境が共存しうる方策を考案し、かつ実社会にて実践できる優秀な人材を養成すること、人間生活学科

の目的は、個人の発達や心の健康、人間と社会の関係、生活と文化について、多角的な視点と複合的なアプロー

チを駆使し、人間と生活を総合的に理解し分析する力を備えた優秀な人材を養成することである。 

このように各学科のカリキュラムは、公共の利益に資する高度な専門知識、市民的教養、判断力を身につける

ことを根本理念とし、自然科学から人文社会科学に至る幅広い専門分野をカバーしつつ、文理融合の総合応用科

学としての生活科学という見地から構成されている。また、その特色は、質の高い講義、少人数の実験・実習・

演習、個々に応じた卒業論文作成指導にある。加えて、卒業後の進路選択に資することを目的に、専門教育に関

連する各種資格の取得も対応が図られている。高等学校・中学校教員免許（家庭）取得のための科目も設置され

ている。各学科とも、以上の目的に沿って教育・研究活動を進めており、まとまりのある学部となっている。 

 

資料2－①－A 

○国立大学法人お茶の水女子大学学則（第3条） 

（学部） 

第３条 本学に、次に掲げる学部を置く。 

文教育学部 

理学部 

生活科学部  

２ 学部の学科及び収容定員等は、次の表のとおりとする。 

～（略）～ 

３ 前項に規定する学科に、次に掲げる講座を置く。  
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文教育学部  

人文科学科 形象分析学講座、哲学講座、比較歴史学講座、地理学講座 

言語文化学科 日本語・日本文学講座、中国語圏言語文化講座、英語圏・欧州言語文化講座、応用言

語学講座、日本語教育講座 

人間社会科学科 応用社会学講座、教育科学講座、心理学講座 

芸術・表現行動学科 舞踊教育学講座、音楽表現講座 

理学部  

数学科 数理構造講座、数理解析講座 

物理学科 基礎物理学講座、物性物理学講座 

化学科 構造化学講座、反応化学講座 

生物学科 構造生物学講座、機能生物学講座 

情報科学科 情報数理講座、情報処理講座 

生活科学部  

食物栄養学科 食物栄養学講座  

人間・環境科学科 人間・環境科学講座 

人間生活学科 発達臨床心理学講座、生活社会科学講座、生活文化学講座 

 

【分析結果とその根拠理由】 

観点に係る状況でみたように、生活科学部は、現代生活の諸問題を、生活者の視点から多面的かつ総合的に解

明することを目指しており、３学科体制で編成している。各学科のカリキュラムは、自然科学から人文社会科学

に至る幅広い専門分野をカバーし、文理融合の総合応用科学としての生活科学という見地から構成されている。

以上から、生活科学部では、３学科全体が文理融合の総合応用科学としての生活科学の考え方のもとで、本学部

の学士課程における教育目的を達成していると判断され、適切に学科が構成されているものと判断される。 

 

 

観点⑤：  教授会等が、教育活動に係る重要事項を審議するための必要な活動を行っているか。 

また、教育課程や教育方法等を検討する教務委員会等の組織が、適切に構成されており、必要な活動

を行っているか。 

 

【観点に係る状況】 

生活科学部には、国立大学法人お茶の水女子大学教授会規則にもとづき、教育課程編成、学籍に関する事項、

教員選考、その他の研究教育・運営に係る重要事項を審議するため、教授会が設置されている（資料2－⑤－A）。

教授会はほぼ毎月１回の頻度で開催されており、平成22年度の開催回数は12回、23年度の開催回数は13回で

あった。その構成員は、平成22年度は、教授20名、准教授21名、助教２名であり、23年度は、教授22名、准

教授20名、講師１名、助教２名である。議事は報告事項ならびに審議事項からなり、おもな審議事項としては、

教育課程の編成に関する事項、学生の在籍に関する事項及び学位の授与に関する事項、教員の採用及び昇任のた

めの選考に関する事項、その他重要事項などであった。議事録は学内グループウェア上にアップロードされ、構

成員による閲覧が随時可能である。 

一方、全学部的な教育課程や教育方法等を点検・審議する組織として、学部カリキュラム委員会が設けられて

いる。その構成は、各学科・講座から選出された委員５名により、うち１名が委員長を務める。教育に係る重要
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事項の審議は、教授会の付託を受けてカリキュラム委員会が案を作成し、最終的に教授会の審議ならびに承認を

経る体制となっている。同委員会はほぼ毎月1回の頻度で開催されており、平成22年度、23年度ともに年８回

の開催であった。審議内容は直近の教授会にて報告・審議が行われている。とくに緊急の課題に対しては臨時で

も開催されるとともに、委員会の審議内容は、教授会のみならず、各学科・講座会議においても十分に審議・報

告されている。 

 

資料2－⑤－A  

○国立大学法人お茶の水女子大学教授会規則(抜粋) 

（組織） 

第２条 教授会は、当該学部等の教授をもって組織する。 

２ 教授会には、当該教授会の議により、当該学部等の准教授、常勤の講師、助教その他の職員を加えること

ができる。 

（代議員会） 

第３条 教授会は、当該教授会の定めるところにより、当該教授会に属する職員のうちの一部の者をもって構

成する代議員会を置くことができる。 

２ 教授会は、当該教授会の定めるところにより、代議員会の議決をもって当該教授会の議決とすることがで

きる。 

（審議事項） 

第４条 教授会は、次に掲げる事項を審議する。 

一 学部又は研究科の教育課程の編成に関する事項 

二 学生の入学、卒業又は課程の修了その他その在籍に関する事項及び学位の授与に関する事項 

三 教員の採用及び昇任のための選考に関する事項 

四 その他当該学部等の教育研究及び運営に関する重要事項 

 

【分析結果とその根拠理由】 

生活科学部に設置された教授会は、お茶の水女子大学教授会規則、ならびに教授会内規に基づいて定期的に開

催されており、本学部の教育研究活動に係る重要事項を審議するために必要な活動を行っているものと判断され

る。また、学部カリキュラム委員会は定期的に開催され、教育課程や教育方法を検討するための審議を行ってい

る。緊急の課題に対しては臨時でも開催される。学部カリキュラム委員会の審議内容は、教授会のみならず、各

学科・講座会議においても十分に審議・報告されていることから、本委員会は、学部の教育目的を実現すべく適

切に開催され、実質的な審議および検討により、有効に機能していると判断される。 

 

 

（2）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

該当なし 

【改善を要する点】 

該当なし 
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基準3 教員及び教育支援者 

 

（1）観点ごとの分析 

 

観点①：  教員の適切な役割分担の下で、組織的な連携体制が確保され、教育研究に係る責任の所在が明確に

された教員組織編制がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学の教育課程を遂行するための組織態勢および運営の基本的な方針は、国立大学法人お茶の水女子大学組織

運営規則に定められている。生活科学部の教育研究及び管理運営に関しては、教授会（国立大学法人お茶の水女

子大学教授会規則）ならびに生活科学部代議員会（国立大学法人お茶の水女子大学生活科学部代議員会規程）が

設けられている。加えて、各組織を構成する教員については、教授、准教授、講師、助教及び助手として、その

就業に関して規則（国立大学法人お茶の水女子大学教員の就業に関する規則）による定めがある。 

具体的な生活科学部教員の構成状況を下表に示す（資料 3－①－A）。これら学部に配置された教員はつぎの役

割分担に従って互いに連携をとりつつ教育研究に係る活動にあたっている。すなわち、全学に係る委員会組織と

して、学務部会、教職課程専門部会、教育実習専門部会、学芸員課程・社会教育主事課程専門部会、社会調査士

課程専門部会、インターンシップ専門部会、学生委員会、学生支援センター運営委員会、キャリア支援センター

運営委員会の各委員会に生活科学部教員を選出し、全学的な教育研究業務の分担を行っている。 

また、学部内委員会活動として、平成22年度および23年度ともに、学部カリキュラム委員会、家庭科教員キ

ャリアコース支援委員会、消費生活アドバイザー資格取得支援プログラム委員会、学部ピアサポート委員会が設

置されており、基本的に、各学科から１名、必要に応じて人間生活学科の各講座から１名となるように教員が選

出され当該委員会活動を行っている。 

 

資料3－①－A 

○生活科学部教員の構成状況 

 教授 准教授 講師 助教 

平成22年度 20 21 0 2 

平成23年度 22 20 1 2 

 

【分析結果とその根拠理由】 

観点に係る状況で述べた一連の規則により、生活科学部長の統括の下、組織的な連携と責任所在が明確な組織

編制であることがわかる。加えて、生活科学部内に各学科・講座の目的に応じた適切な数の教授、准教授、講師、

助教が配置されている。それらの教員は、規則によって定められた手続きにより、採用並びに昇任のための選考

を経た者であり、各教員は、学科・講座等の目的に応じて適切に学部内委員ならびに全学委員会委員を役割分担

している。上述のごとく教員を組織的に連携させることで、効果的に学士課程の教育研究を遂行するための実施

体制が整えられていると言える。全ての学部内委員会は、学部長の統率の下、責任体制が明確化されており、組

織的な連携かつ責任所在が明確な教育研究組織編制であると判断される。 
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観点②：  学士課程において、教育活動を展開するために必要な教員が確保されているか。また、教育上主要

と認める授業科目には、専任の教授又は准教授を配置しているか。 

 

【観点に係る状況】 

生活科学部教員の構成状況は、大学現況票に示すとおりである。平成22年度には、教授20名、准教授21名、

助教2名であり、23年度には、教授22名、准教授20名、講師１名、助教２名であり、法令に定められている基

準数を満たしている（資料3－②－A、大学現況票）。また、必修授業科目の80～86％を教授・准教授が担当して

いる（資料3－②－B）。非常勤講師の担当状況に関しては、平成23年度、本学部の非常勤講師数は122名である。

常勤・非常勤を合わせた開講総時間数は10,515時間であり、そのうち、31.8％を非常勤講師が担当している（資

料 3－②－C）。また、特に教育上主要と認める授業科目（コア科目と教職科目を除いた科目）における非常勤講

師担当状況を下表（資料3－②－D）に示す。 

 

資料3－②－A 

○生活科学部教員の構成状況（学科内訳） 

 教授 准教授 講師 助教 

平成22年度 食物栄養学科 8 4 0 1 

人間・環境科学科 2 4 0 1 

人間生活学科 10 13 0 0 

計 20 21 0 2 

平成23年度 食物栄養学科 7 4 1 1 

人間・環境科学科 4 2 0 1 

人間生活学科 11 14 0 0 

計 22 20 1 2 

 

資料3－②－B   

○必修授業科目数ならびに教授・准教授の担当割合 

 平成22年度 平成23年度 

必修授業科目数 うち，教授・准教授担当科目数(%) 必修授業科目数 うち，教授・准教授担当科目数(%) 

食物栄養学科 49 41（83.7） 49 41（83.7）

人間・環境科学科 15 12（80.0） 15 12（80.0）

人間生活学科 33 27（81.8） 44 38（86.4）

 

資料3－②－C  

○学部非常勤講師の担当状況（平成23年度） 

区 分 
非常勤講師 開講総時間数 

［常勤・非常勤］(b) 

非常勤講師の担当比率 

(a/b) 人数 時間数(a) 

文教育学部 454人 13,437 31,830 42.2% 

理学部 164人 4,271 10,635 40.2% 

生活科学部 122人 3,340 10,515 31.8% 
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計 740人 21,048 52,980 39.7% 

 

資料3－②－D 学部非常勤講師の「教育上主要と認める授業科目（※）」担当状況(平成23年度) 

区 分 
非常勤講師 開講総時間数 

［常勤・非常勤］(b) 

非常勤講師の担当比率 

(a/b) 人数（※１） 時間数(a)（※２） 

文教育学部 237人 6943 20415 34.0% 

理学部 130人 3371 8850 38.1% 

生活科学部 93人 2500 9225 27.1% 

計 460人 12814 38490 33.3% 

※「教育上主要と認める授業科目」とはコア科目と教職科目を除いた科目とする。 

（出典：教務チーム作成） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

基準２において述べた学部理念に基づき各学科の目的が明文化・設定されており、これに沿った教育課程を実

施するため、必要な教員を学科・講座に配置している。すなわち、学則で定められた学部定員125名に対し、専

任教員数43名（平成22年度）ないし45名（平成23年度）を配置している。教員数対学生数をみれば、教員一

人当たり2.7〜2.9名の学生数となり、本学が掲げる少人数教育の実施に適切と考えられる。教授・准教授、講師・

助教のバランスについても、教授数と准教授数がおよそ等しく、適切な配置であると判断される。教育上主要と

認める授業科目（必修科目）についても、３学科とも、その 80％以上を教授又は准教授が担当している。また、

主要科目の非常勤講師依存率に関しても、27％程度と高い数字ではない。以上の状況から教育活動を展開するた

めに必要な教員が確保されており、かつ実際に実現されていると判断される。 

 

 

観点⑦：  教育活動を展開するために必要な事務職員、技術職員等の教育支援者が適切に配置されているか。

また、ＴＡ等の教育補助者の活用が図られているか。 

 

【観点に係る状況】 

教育活動を展開するために必要な事務職員等の教育支援者の配置に関しては、国立大学法人お茶の水女子大学

事務組織規則に基づき、事務分掌として、教務チーム、ファカルティ支援チーム、学生・キャリア支援チーム、

図書・情報チームの計４チームが置かれている。関係窓口は資料の通りである（資料3－⑦－A）。 

各チームへの教育支援担当事務職員等の配置状況に関しては、平成23年度には、事務職員については、教務チ

ーム17名、ファカルティ支援チーム７名、学生キャリア支援チーム14名、図書・情報チーム18名の計56名で

ある。技術系職員については、学生キャリア支援チームに１名が配置されている。また、アカデミック・アシス

タント(ＡＡ)が７名（食物３名、人間・環境科学科、発達臨床心理学講座、生活社会科学講座、生活文化学講座

各１名）配置されている。生活科学部におけるＴＡ等の教育補助者の配置状況に関しては、平成23年度には、総

開講授業数468コマに対し、「栄養学実験」「人間・環境科学実験実習」「生活社会調査実習」「生活文化実習」な

ど実習系科目を中心とする75コマにＴＡが配置され、必要な支援を行っている状況である（資料3－⑦－B）。 
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資料3－⑦－A  

○事務職員等の教育支援者の配置 

 

事務職員等の教育支援者の配置（『学生便覧 キャンパスガイド2012』P.28） 
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資料3－⑦－B ＴＡの配置状況(平成23年5月現在)  

区分 開講授業数 ＴＡ申請授業数 ＴＡ配置授業数 

文教育学部 777 143 132 

理学部 431 103 88 

生活科学部 468 76 75 

大学院人間文化創成科学研究科（博士前期） 539 62 54 

計 2215 384 349 

（ファカルティ支援チーム作成） 

【分析結果とその根拠理由】 

上記のように、教務チーム、学生キャリア支援チームなどの事務組織に適切な職員が配置され、職務を遂行す

る体制が整っている。このことから、本学の事務組織態勢は、生活科学部における入学時から卒業時までの一連

の教育課程を遂行するために有効に機能していると判断される。また、教育補助者としてのＴＡは各学科・講座

に、実験・実習・演習等の科目を中心に適切に配置され、科目の特性に応じた教育支援に活用されていると判断

される。 

 

 

（2）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

本学部の教員数対学生数は教員１名当たり３名弱の学生数であり、少人数教育の効果的な実施に適切であり、

人材育成に優れていると判断される。教授・准教授、講師・助教の職位バランスについても良好である。 

 

【改善を要する点】 

教員数については数年来、減少が続いており、一部の講義科目に関しては非常勤に頼らざるを得ない状況が

生じている。十分な教育活動を展開するために必要な教員数の確保が課題である。 
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基準4 学生の受入 

 

（1）観点ごとの分析 

 

観点①：  入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められているか。 

 

【観点に係る状況】 

学部・学科の学士課程における教育目的に沿って、入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）を策定し、

求める学生像や入学者選抜の基本方針を明示している（資料4－①－A、資料4－①－B）。アドミッション・ポリ

シーは、「入学者選抜要項」および各種入試の「学生募集要項」に掲載され、公表、周知されている。また、本学

ホームページ（以下、ＨＰと表記）からも、これらの募集要項等は自由にダウンロードできる（資料 4－①－A、

資料4－①－B）。 

 

資料4－①－A 

○生活科学部の入学者受入方針 

 

生活科学部の入学者受入方針（「平成24年度入学者選抜要項」［学部］P.1） 

http://www.ao.ocha.ac.jp/application/H24_about.pdf 

 

資料4－①－B 生活科学部3学科の入学者受入方針 

○学科の入学者受入方針（抜粋） 

【食物栄養学科】 

食物は人間が生きていくために必要であり、おいしい料理や豊かな食生活はわれわれの生活にうるおいと楽

しさを与えます。一方で、偏った食事や不規則な食習慣はさまざまな疾患の原因となって、われわれの健康に

影響を及ぼします。食物と人間および健康は時代を問わず、社会の人々から大きな関心がもたれています。 

本学科は、豊かな食生活や健康な社会の実現に向けて、食物と栄養に関する科学的視点と実践力を身につけ
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た社会のリーダーとなる専門家の育成をめざしています。そのために、本学科では、食品化学、食品貯蔵学、

調理科学、栄養化学、臨床栄養学、応用栄養学、栄養教育学、給食経営管理学、公衆栄養学などさまざまな学

問分野において、遺伝子レベルから人間栄養学的なものまで幅広く教育研究を行っています。少人数教育によ

る実験実習を重視し、卒業研究では、全員が食物栄養学科や生活環境教育研究センターの各研究室で、特定の

テーマについて研究を行います。また、本学科を卒業すると、栄養士免許を取得できると同時に、管理栄養士

の国家試験受験資格が得られます。 

本学科の教育研究は自然科学を基盤とするため、高等学校において化学、生物、物理などの自然科学の基礎

をしっかり学習していることを望みます。具体的には、数学については数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂを、理科について

は物理Ⅰ・Ⅱ、化学Ⅰ・Ⅱ、生物Ⅰ・Ⅱのうち2科目以上を履修しておくことを求めます。また、数学Ⅲ・Ｃ

についても履修していることを望みます。食物や栄養、健康に強い関心を持ちそれを社会に還元しようとする

意欲のある人には最適な学科です。 

○前期日程 

前期日程では、大学入試センター試験（5教科7科目）と本学の個別学力検査（数学、理科、外国語）に

おいて、自然科学をはじめとする幅広い基礎学力を評価します。 

○後期日程 

後期日程では、大学入試センター試験の成績を重視します。面接では本学における勉学意欲や適性の確

認、自然科学系の基礎知識に関する質問をすることもあります。面接はＡＢＣ評価により、合格判定の資

料とします。 

 

【人間・環境科学科】 

人間は、利便性、快適性、安全性などを追求し、身の回りの環境を常に変えて来ました。食糧は豊富になり、

暮らしは便利になり、病気が減り寿命も延びました。しかしその反面、環境のあまりに大きく急速な変化に対

して人間が適応できず、人類の存続にも影響する様々な問題も生じてきています。これに対して本学科では、

「人間にとっての環境、環境にとっての人間」という視点に立ち、人間と環境の相互の働きかけを具体的に評

価・設計・提案し、よりよい生活環境を創造するための研究と教育を行っています。 

本学科の柱となる学問分野には、自然人類学、人体生理学、人間工学、福祉工学、環境機能材料学、環境化

学、環境衛生工学、建築学などがあります。自然科学の好きな人、人間と環境にかかわる基礎的な科学を十分

に学び、深く研究してみたい人、専門家として真に健康で豊かな生活を構築するために寄与したいと考えてい

る人を、本学科は歓迎します。志望される方は、高等学校において理数系の基礎をしっかりと履修しているこ

とを望みます。具体的には、数学については数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂを、理科については物理Ⅰ・Ⅱ、化学Ⅰ・Ⅱ、

生物Ⅰ・Ⅱ、地学Ⅰ・Ⅱのうち2科目以上を履修しておくことを求めます。また、数学Ⅲ・Ｃについては履修

していることを望みます。 

○前期日程 

前期日程では、大学入試センター試験（5教科7科目）と本学の個別学力検査（数学、理科、外国語）に

おいて、自然科学をはじめとする幅広い基礎学力を評価します。 

○後期日程 

後期日程では、大学入試センター試験の成績を重視します。面接では本学における勉学意欲や適性の確

認、自然科学系の基礎知識に関する質問をすることもあります。面接はＡＢＣ評価により、合格判定の資

料とします。 
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【人間生活学科】 

人間の生活は、生涯にわたる人間の発達、生活を営むための人間社会のあり方、民族、歴史や伝統、文化な

どさまざまな面が相互に関連した、複雑で総合的な営みです。高度に複雑化した現代社会においては、この複

雑な人間生活の営みを総合的に理解し、人間が生涯を通して生き生きと生活できるための条件や社会の仕組

み、文化のあり方を明らかにし、それを実現する人材が求められています。 

人間生活学科では、こうした豊かな人間生活の実現を担う人材の育成を、相互に関連する3つのアプローチ

によってめざしています。①人間の生涯発達にかかわる発達心理学・臨床心理学・保育学的理解と実践の連携、

家庭や保育あるいは心理臨床などの現場に役立つ理解－発達臨床心理学、②地域社会から国際社会まで、多元

的な社会環境を視野に入れ、家族、消費者、女性、高齢者、子ども、制度と政策の問題など、生活と社会及び

その関係についての社会科学的理解－生活社会科学、③人間にとって最も身近な服飾と住居、工芸、デザイン

を中心とする生活造形を対象とし、生活文化の歴史と現在について、美学的・比較文化的・民俗学的理解－生

活文化学の3つです。こうした課題に関心があり、問題意識と研究意欲を持っている人、錯綜する現代の生活

状況の中で、人間性を重視した社会を築くために貢献したいと考えている人、潤いのある生活を実現しようと

いう熱意をもっている人には、ぜひ人間生活学科で学んでほしいと思います。 

志望される方は、人間生活学科の3つのアプローチを踏まえ、高等学校において地理歴史・公民の諸科目な

ど文科系の基礎を幅広く履修していることを望みます。 

○前期日程 

前期日程では、大学入試センター試験（5または6教科7科目）と本学の個別学力検査（2教科：外国語、

国語または数学）により、幅広い基礎学力を評価します。 

○後期日程 

後期日程では、大学入試センター試験の成績を重視します。面接では本学における勉学意欲や適性の確

認、問題意識や人文科学・社会科学系の基礎知識に関する質問をすることもあります。面接はＡＢＣ評価

により、合格判定の資料とします。 

（大学ＨＰ「入試情報」 http://www.ao.ocha.ac.jp/admissionpolicy_1.html） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

アドミッション・ポリシーは、学部・学科の教育目的に沿って策定され、募集要項の配布や大学ＨＰにおける

掲載等により、多方面に公表、周知されている。 

 

 

観点②：  入学者選抜方針に沿って、適切な学生の受入方法が採用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

学部入試においては学科ごとに各種の入学試験を行っているが、いずれもアドミッション・ポリシーに沿って

学生を受入れている。学士課程一般入試の前期日程入試においては、大学入試センター試験及び本学の個別学力

検査を課し、学科ごとに受験科目や配点に配慮している（Web資料4－②－1、Web資料4－②－2）。後期日程入試、

推薦入試、帰国子女・外国学校出身者特別入試、私費外国人留学生特別入試、第３年次編入学学生選抜において

は、学力検査のほか、小論文試験や、面接又は口述試験等を行っている（Web資料4－②－2～5）。ＡＯ入試では、

学際性、国際性、コミュニケーション能力等について試験を行っている（資料4－②－A）。高大連携特別選抜は、
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大学教員との連携による授業（教養基礎２科目と選択基礎）を履修している附属高校生徒を対象とし、授業の履

修過程においてアドミッション・ポリシーとの適合性を判定している。22・23年度、食物栄養学科２名、人間・

環境学科２名、発達臨床心理学講座２名が入学した。22・23年度の各種の入試実施状況を以下に示す（Web資料

4－②－6、資料4－②－B～D）。平成23・24年度入試において、入学定員125に対して、志願倍率は５倍を越し、

定員充足率は1.08、1.10であり、適正な状況である（資料4－②－B）。第3年次編入学試験においては、学力検

査のほか、小論文試験や口述試験等を行っている（Web資料4－②－2～5）。編入学については、定員を充足して

いない（資料4－②－C）。 

 

Web資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料４－②－１ 
平成24年度 入学者選抜要項  

(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/H24_about.pdf ) 

Web資料４－②－２ 
平成24年度 一般入試(前期日程･後期日程)募集要項  

(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/h24_general.pdf ) 

Web資料４－②－３ 
平成24年度 推薦入試・帰国子女外国学校出身者特別入試募集要項  

(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/H24_recommendation.pdf ) 

Web資料４－②－４ 
平成24年度 私費外国人留学生(学部)募集要項  

(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/h24_foreign.pdf ) 

Web資料４－②－５ 
平成24年度 文教育学部 生活科学部 第３年次編入学募集要項  

(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/h24_bun_sei.pdf ) 

Web資料４－②－６ 
学部の入学試験実施状況（大学ＨＰ「入試情報」） 

(http://www.ao.ocha.ac.jp/statistics.html ) 

 

資料4－②－A  

○選抜方法（「平成24年度 ＡＯ入試（アドミッション・オフィス入試）募集要項」P.9） 

 

（大学ＨＰ  http://www.ao.ocha.ac.jp/application/H24_ao.pdf） 
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資料4－②－B 入学試験実施状況（抜粋）（入試チーム作成） 

学部名 

平成23年度 平成24年度 

入 学

定員 

志 願

者数 

入 学

者数 

志 願

倍率 

定員 

充足率 

入 学

定員 

志 願

者数 

入 学

者数 

志 願

倍率 

定員 

充足率 

生活科学部 125 726 135 5.81 1.08 125 657 137 5.26 1.10 

 食物栄養学科 36 282 39 7.83 1.08 36 290 39 8.06 1.08 

 人間・環境科学科 24 106 26 4.42 1.08 24 108 28 4.50 1.17 

 人間生活学科 65 338 70 5.20 1.08 65 259 70 3.98 1.08 

 

資料4－②－C 第3年次編入学試験実施状況（入試チーム作成） 

区分 

募集人員 
平成23年度 平成24年度 

志願者数 合格者数 入学者数 志願者数 合格者数 入学者数 

一
般 

社
会
人 

一
般 

社
会
人 

一
般 

社
会
人 

一
般 

社
会
人 

一
般 

社
会
人 

一
般 

社
会
人 

一
般 

社
会
人 

生
活
科
学
部 

人間・環境科学 

10名 

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 

発達臨床心理学 12 2 2 0 2 0 13 3 4 0 4 0 

生活社会科学 12 4 3 2 3 1 17 2 4 0 4 0 

生活文化学 1 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 

計 10名 25 6 5 2 5 1 34 5 8 0 8 0 

 

資料4－②－D 留学生、社会人入学試験実施状況（入試チーム作成） 

区分 
募集 

人員 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 

志願 

者数 

合格 

者数 

入学 

者数 

志願 

者数 

合格 

者数 

入学 

者数 

志願 

者数 

合格 

者数 

入学 

者数 

生
活
科
学
部 

食物栄養 
若
干
名 

2 0 0 4 0 0 1 0 0 

人間環境 0 0 0 2 0 0 2 0 0 

人間生活 14 2 2 9 1 1 3 0 0 

計 - 16 2 2 15 1 1 6 0 0 

 

【分析結果とその根拠理由】 

アドミッション・ポリシーに沿った学生を選抜するため、学部入試では、受験科目や配点への配慮、小論文や

面接の重視（一般入試）、集団討議や英語講義の実施（ＡＯ入試）、連携授業による適性の確認（高大連携特別選

抜）などを行っている。第 3 年次編入については定員が満たされていないが、平成 23・24 年度の入学定員 125

に対して、志願倍率は5倍を越し、定員充足率は1.08、1.10であり、適正な状況である。 

 

 

観点③：  入学者選抜が適切な実施体制により、公正に実施されているか。 
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【観点に係る状況】 

入試実施体制として、入学試験実施委員会（Web資料4－③－1）の下に、学部入試実施部会（Web資料4－③－

2）を設置している。入学者選抜に係る各種の要項については、教授会等の検討を経て入試実施部会で決定する。

学部入試実施部会の下に、入試方法専門部会、入試問題専門部会、ＡＯ入試専門部会を置く。入試問題専門部会

では一般選抜における作問の取りまとめを、入試方法専門部会では入試の実施方法に関する具体的な検討を行い、

ＡＯ入試専門部会ではＡＯ入試に関する企画や実施等を担当する。入試の実施に係る業務や採点等は、学部入試

実施部会が直接掌握し運営する。合格者判定は厳密な採点とその検査を経て行い、多数の集計員による成績集計

確認のもとに判定資料が作成される。この資料に基づき教授会の議を経て合格者の決定を行う。一般選抜後、合

格者数、合格者平均点等の情報をＨＰで公開し、希望者には入試成績の開示を行っている。 

 

Ｗｅｂ資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料4－③－1 
入学試験実施委員会規則 

（http://www.ocha.ac.jp/reiki/act/frame/frame110000029.htm ） 

Web資料4－③－2 
学部入試実施部会規程 

（http://www.ocha.ac.jp/reiki/act/frame/frame110000030.htm ） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

学生募集要項等の作成から判定資料の作成まで、入学試験実施委員会の各入試実施部会が全過程を掌握し実施

している。合否判定は各部局において、責任の所在や役割分担を明瞭にした上で実施され、入学者選抜の公正さ

が確保されている。また、入試の集計データをＨＰで公表するとともに、個人に対する入試成績開示を行い、透

明性を高めている。以上のことから、入学者選抜が適切な体制により、公正に実施されていると判断される。 

 

 

観点④：  入学者受入方針に沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検証するための取組が行わ

れており、その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

 

【観点に係る状況】 

入試の企画、広報等を行う組織として教育機構内に入試推進室が設置され、各種入試の問題点や改善点を抽出

し、アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入れが行われたかを検証している（資料 4－④－A）。大学の方

針を踏まえ、生活科学部入試委員会は、各学科・講座の入試実施に関する具体的な計画や、反省点の確認、改善

案などについて検討している。本委員会は第3年次編入学試験の英語試験について検討し、平成25年度入試から

英語の試験をＴＯＥＩＣの成績にかえることに変更した。また編入学の定員数を見直す検討に入る予定である。

平成23年度の複数プログラム選択制導入に伴い、人間生活学科では入試ワーキング・グループが組織され、講座

間で面接体制を共同化する方法を策定し、アドミッション・ポリシーに沿った選抜をより徹底させている(資料４

－④－B)。生活科学部は他学部に比して入学辞退者が少ない（資料４－④－C）。 
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資料4－④－A 入試推進室 

○国立大学法人お茶の水女子大学機構規則（業務）（抜粋） 

第12条 入試推進室は、次に掲げる業務を行う。 

一 入学者選抜に関する将来構想計画及び企画立案、実施に関すること。 

二 その他所掌業務に関し必要なこと。 

 

資料4－④－B  

○学部入試委員会、人間生活学科入試ＷＧの検討状況 

平成２２年度 第４回生活科学部入試委員会・人間生活学科入試ワーキング・グループ 

議事録（案） 

日時：平成22年12月21日  12時15分より13時まで 

場所：大学本館３２２室 

出席者：岩壁茂（発達臨床心理学講座）、鈴木禎宏（生活文化学講座）、赤松理恵（入試委員）、杉田孝夫（学

部長） 

欠席者：小谷眞男（生活社会科学講座） 

 

議題： 

（１） 推薦・帰国子女・高大連携入試の反省 

平成23 年度入試（平成22 年 11 月実施）から、推薦・帰国子女・高大連携入試の実施方法を一部改めた。

これに関し、次のような反省点が指摘された。 

・ 一次選考の方法については、問題がなかった。 

・ 面接チームの編成、およびそれの受験生への周知方法に関しては、やや問題があった。３つのグループの

別や、午前・午後の別が、受験生の間で不要な不安を招いたかもしれない。 

・ また、面接チームによって面接時間に開きがでたことや、判定基準が必ずしも統一されていない（統一で

きない）点も、反省点として残った。 

・ 面接に際し、学科として統一した採点シートを採用したことは、良かった。 

 

これらの反省点をふまえ、今後の入試のあり方について次のような意見がでた。 

・ 長期的にみた場合、面接チームの編成は、「講座チーム」から「混合チーム」へと移行していくべきである。

複数プログラム制の実施を考えると、複数のプログラムの教員が一人の受験生を面接することが望ましい。 

・ ただし、「混成チーム」への移行をどのようなスケジュールで行うかに関しては、今後検討を要する。 

・ 採点シートの統一に加え、質問（出題）の統一も今後検討する。 

・ 受験生一人あたりの面接時間を、学科として統一することを今後検討する（一人あたり10〜12分か）。 

 

（２） 三年次編入試験における英語の出題について 

他大学の例を参考として、三年次編入試験において英語を出題する代わりに、TOEIC、TOEFLの成績を提出させ

ることを、今後前向きに検討していくこととした。 

以 上 
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資料4－④－C  

 ○入学辞退者数 

 平成23年度 平成24年度 

前期日程 後期日程 前期日程 後期日程 

入学者数 入学辞退者数 入学者数 入学辞退者数 入学者数 入学辞退者数 入学者数 入学辞退者数 

文教育学部 124 17 34 5 137 17 28 10

理学部 82 6 23 5 86 1 25 6

生活科学部 89 2 18 0 87 4 22 0

合計 295 25 75 10 310 22 75 16

（「お茶の水女子大学平成24年度入学辞退者アンケート集計」2012年5月、入試チーム作成をもとに改良） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

各種入試に関する問題点や改善点の把握、アンケート調査の分析等を行い、平成23年度の複数プログラム選択

制導入に伴う新たな特別選抜の導入や面接要領を策定している。以上のことからアドミッション・ポリシーに沿

った学生の受入れが実際に行われているかどうかを検証するための取組みが行われており、その結果を入学者選

抜の改善に役立てていると判断される。 

 

 

観点⑤：  実入学者数が、入学定員を大幅に超える、又は大幅に下回る状況になっていないか。また、その場

合には、これを改善するための取組が行われるなど、入学定員と実入学者数との関係の適正化が図ら

れているか。 

 

【観点に係る状況】 

入学定員に対する実入学者数の定員充足率は 1.10（平成 24 年度）であり適正な値となっている（前掲資料 4

－②－B）。実入学者数の改善に関する取組みは、入試推進室等で入学者動向を分析するとともに、役員会等で入

学者数の管理に関する検討を行っている。現在、入試区分（ＡＯ、推薦、前後期日程など）に対する各学科の定

員配分の見直しが検討されている。 

 

資料4－②－B（再掲） 入学試験実施状況 

学部名 

平成23年度 平成24年度 

入 学

定員 

志 願

者数 

入 学

者数 

志 願

倍率 

定員 

充足率 

入 学

定員 

志 願

者数 

入 学

者数 

志 願

倍率 

定員 

充足率 

生活科学部 125 726 135 5.81 1.08 125 657 137 5.26 1.10 

 食物栄養学科 36 282 39 7.83 1.08 36 290 39 8.06 1.08 

 人間・環境科学科 24 106 26 4.42 1.08 24 108 28 4.50 1.17 

 人間生活学科 65 338 70 5.20 1.08 65 259 70 3.98 1.08 
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【分析結果とその根拠理由】 

入学定員に対して実入学者数が大幅に超過したり下回ったりする状況にはなっていない。定員管理に関する取

組みが慎重に行われており、入学定員と実入学者数との関係の適正化が図られていると判断される。 

 

（2）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入れが行われており、平成23年度からは、複数プログラム選択制

導入に伴い、入学時の間口を広くし、より広い視野から徐々に専門性を高めるカリキュラムに向けた改善が行わ

れている。ＨＰや印刷物等を通じてアドミッション・ポリシーを広く公表するとともに、入試方法についても、

募集単位ごとにきめ細かく受験科目や配点を設定し、小論文や面接の重視、ＡＯ入試での集団討議や英語講義の

実施、面接要領の策定等、アドミッション・ポリシーに沿った学生受け入れの工夫を行っている。 

 

【改善を要する点】 

３年次編入学試験の定員、入試区分（ＡＯ、推薦、前後期日程など）に対する各学科の定員配分等の見直し

が検討される必要がある。 
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基準5 教育内容及び方法 

 

（1）観点ごとの分析 

 

＜学士課程＞ 

 

観点①：  教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）が明確に定められているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学部の教育課程の編成・実施方針は「生活科学部教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）」によ

り、学部・学科およびプログラム毎に定められている（資料 5－①－A）。また人間・環境科学科および人間生活

学科の3講座が提供する主プログラム、強化プログラム、副プログラムには教育目標および内容・構成が、『学生

便覧 履修ガイド』に明記されている（資料 5－①－B）。生活科学を文理融合の総合応用科学として位置づけ、

高度の専門的知識と市民的教養、判断力を養うことをカリキュラムの理念としている。 

 

資料5－①－A 教育編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

○生活科学部教育編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）（抜粋） 

生活科学部の教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

生活科学部は、人間と生活と環境を分析的かつ総合的に理解する技法を学び、専門的学知に裏打ちされた確

かな教養と豊かな構想力を身につけ、将来、社会の多方面で活躍する女性リーダーを育成することを使命とし

ている。この目的を実現するために、食の科学と健康、人間と環境、人間の生活（発達と心の健康、社会、文

化）という人間生活の主要問題群に従って、学部を３学科で編成し、高度に専門分化した学知を結集して、現

代生活の諸問題を、生活者の視点から多面的かつ総合的に解明することを目指す。カリキュラムは以下の見地

から構成される。 

1.文理融合の総合応用科学としての生活科学という見地からカリキュラムを構成する。 

2.公共の利益に資する高度な専門知識、市民的教養、判断力を身につけることをカリキュラムの根本理念と

する。それを実現するために、質の高い講義、少人数の実験・実習・演習、個々に応じた卒業論文作成指

導を基軸とするカリキュラムの中で、思考力と対話能力を広めかつ深める。 

3.専門教育に関連する各種資格の取得を念頭に置いたカリキュラムを構成し、卒業後の進路選択に資する。

高等学校・中学校教員免許（家庭）取得のための科目を設置する。 

（大学ＨＰ http://www.ocha.ac.jp/program/curriculum_policy/undergrad.html） 
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資料5－①－B プログラム教育目標 

○生活科学部 主プログラム・強化プログラム 教育目標（抜粋） 

【人間・環境科学科の例】 

 

（『学生便覧 履修ガイド2012』P.137～156） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

生活科学として、いずれの学科・講座においても現代生活の問題を多角的に検証し、問題の解決にいたる実践

的能力の習得を目指している。すなわち環境、社会、人間発達、歴史、文化の広い視野で、相互の関連を重視し

つつ、基礎的知識の習得とともに、問題解決のための応用力の養成にちからを入れており、本学部のカリキュラ

ム・ポリシーは明確に提示されていると判断される。 

 

 

観点②：  教育課程の編成・実施方針に基づいて、教育課程が体系的に編成されており、その内容、水準が授

与される学位名において適切なものになっているか。また、選択履修制度は定着しているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学部の教育課程は「生活科学部履修規程」により定められている。本学部は「コア科目」30単位を必修とし

て課し、一定の教育水準の保証を図っている。一方「専門科目」の習得単位については学科の教育目標によって

異なる（資料5－②－A）。食物栄養学科では、専攻科目として101単位、卒業要件として138単位の履修を課し、

高度の専門教育を行っている。プログラム選択履修制度を採っている人間・環境科学科では、専門教育科目とし

て80単位、人間生活学科では62単位の履修を課している。専門科目には、履修年次を示し、各学科ともに学年

進行に従った教育課程を構築している（資料 5－②－B）。２学科に採用されている選択履修制度については、生

活科学部履修規程の別表第2 として、三つ目までのプログラム選択が示され（資料 5－②－C）、さらに『生活科
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学部 履修の手引き』に説明を加えている（資料 5－②－D）。以上のような教育課程を編成しており、学士「生

活科学」の学位を卒業した者に授与している（資料5－②－Ｅ）。 

 

資料5－②－A 生活科学部教育課程の編成（『学生便覧 履修ガイド2012』P.213～222） 

○生活科学部履修規程 別表1－1、別表1－2（第5条関係） 

 

 

 

資料5－②－B 授業科目一覧（『学生便覧 履修ガイド2012』P.139～160） 

○生活科学部履修規程 主プログラム 強化プログラム（抜粋）【人間・環境科学科の例】 
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資料5－②－C プログラムの選択 

○生活科学部履修規程 別表第2 

 

（『学生便覧 履修ガイド2012』P.215） 

 

資料5－②－D 複数プログラム選択履修制度 

○複数プログラム選択履修制度について（抜粋） 
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（『生活科学部 履修の手引き 平成24年度』P.3～4） 

 

資料5－②－E 授与される学位 

○お茶の水女子大学学位規則（抜粋） 

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

教養教育と専門教育との有機的な連携が図られる一方、専門教育の授業科目および課程編成には、学科もしく

は講座による個別の特徴を示している。専門科目の履修単位数および必修・選択科目の配置に学科・講座による

個性が示されているとともに、全体として生活・環境・健康をめぐる諸問題の解決に向けて、自然科学・人文社

会科学の両面で探究する学部教育の体系性は確保されている。またプログラム選択履修制度において消費者学学

際プログラムが、人間・環境科学科および人間生活学科の３講座に共通した副プログラムとして設定され、文理

融合の生活科学の理念が示されている。 

 

 

観点③：  教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの

要請等に配慮しているか。特に学生の満足度や不満を把握しているか。 

 

【観点に係る状況】 

平成23年度より全学的に導入されたプログラム選択履修制度を、人間・環境科学科および人間生活学科は採用

し、学生は副専攻として他学部・他学科・他講座のプログラムを選択できる。国内4大学との単位互換制度があ
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り（資料5－③－A、資料5－③－B）、国外の大学についても単位互換を認めている（資料5－③－B、C）。インタ

ーンシップは、「人間・環境科学特別実習」「栄養臨地実習」「生活社会科学特別実習」等の科目名で全学科におい

て行われ、単位化されている（資料 5－④－A）。人間・環境科学科および人間生活学科では第３年次編入を実施

し、編入生には他大学にて取得した単位の認定を行っている（学則第18条）。家庭科教員免許、幼稚園教員免許、

栄養教諭免許の取得を促し、また学芸員資格、社会調査士資格、消費生活アドバイザー資格の取得を促している

（資料 5－③－D）。学生の授業内容に対する満足度は、学期末に行われる学生アンケートによって、担当教員に

通知される。教員指導に関する専門教育の満足度は全学で平均して 87％が、「満足」または「ある程度満足」と

回答しているが、人間・環境科学科および人間生活学科では90％以上と特に高い（資料5－③－E）。平成22年度

から社会人、特に保育・就学前教育・子育て支援などにかかわる現職者を対象とした特別設置科目群があり、社

会人は科目等履修生として、学生は通常の授業として受講できる（資料 5－③－F）。授業科目の内容には、学術

の発展動向が反映され、たとえば「家族社会学総論」は、文科省委託事業による研究プロジェクト「ジェンダー・

格差センシティブな働き方と生活の調和」による最新の研究を反映させている(資料5－③－G）。 

 

資料5－③－A 学部単位互換制度 

○学部学生交流協定に基づく単位互換制度 

 

（『学生便覧 履修ガイド2012』P.28～29） 

 

資料5－③－B  

○他大学との単位互換実施状況（教務チーム作成） 

区分 
平成22年度 平成23年度 

互換先大学等名 履修者数 単位履修者数 互換先大学等名 履修者数 単位履修者数 

文教育学部 

東京外国語大学 3 2    

東京藝術大学 5 3    

東京工業大学 4 0    

理学部 
東京工業大学 8 7 東京工業大学 8 5 

      

生活科学部 
   東京工業大学 2 0 
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○国外大学との単位互換実施状況（教務チーム作成） 

区分 平成22年度  平成23年度  

大学等名 単位履修者数 大学等名 単位履修者数 

文教育学部   アンカラ大学 1 

オタゴ大学 1   

  北京外国語大学 1 

  淑明女子大学校 1 

  大連外国語学院 1 

  パデュー大学 1 

  パリ第７大学 1 

  ブッパタール大学 1 

  ブレーズ・パスカル大学 1 

  マンチェスター大学 2 

梨花女子大学 １ 梨花女子大学校 1 

ロンドン大学 １ ロンドン大学 

アジアアフリカ研究学院 

1 

 

マンチェスター大学 5 マンチェスター大学 10 

モナシュ大学 6 モナシュ大学 5 

オタゴ大学 2 オタゴ大学 4 

理学部 オタゴ大学 1 オタゴ大学 1 

ハル大学 5 ハル大学 6 

マンチェスター大学 2 マンチェスター大学 3 

モナシュ大学 2   

生活科学部 オタゴ大学 5 オタゴ大学 2 

モナシュ大学 2 モナシュ大学 1 

ハル大学 1   

  マンチェスター大学 5 

語学研修 
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資料5－③－C 交換留学派遣制度（『学生便覧 履修ガイド2012』P.34～35） 

○派遣先大学一覧 
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資料5－③－D  

○「家庭科教員キャリアコース」（左）、「消費生活アドバイザー資格取得支援プログラム」（右）パンフレット 
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資料5－③－E 専門教育の満足度 

○教員指導に対する評価 

 

（『平成22年度お茶大生の学習環境と生活・意識に関する調査』 P.15～16） 

 

 

資料5－③－F 特別設置科目群 

○「変革期の乳幼児教育・保育を考える」前学期（4月開講）科目等履修生募集（抜粋） 

わが国の幼児教育、保育は、この数年来さまざまな変革の波にさらされています。 

お茶の水女子大学「乳幼児教育を基軸とした生涯学習モデルの構築」事業（ECCELL：エクセル）は、幼稚園

教諭、保育士などの現職者をはじめ、子どもに関わる社会人の方々を対象として、生活科学部に特別設置科目

を開設し、豊かな保育や子育てを実現できるよう再学習の機会を提供しております。 

平成24 年度も引き続き「変革期の乳幼児教育・保育を考える」を主題として、ECCELL 社会人プログラムを

実施いたします。社会人受講生は科目等履修生として登録され、一定の条件を満たせば生活科学部で単位が認

定されます。多くの方々のご応募をお待ちしております。（旧アップリカ特設講座で単位を取得された社会人

受講生の方も、科目内容が異なりますので全科目受講可能です。また、平成 22 年度に開講された同一名称の

科目に関して再度履修を希望する場合には、聴講というかたちでの受講が可能です。） 

応募方法については、出願要項をご覧願います。なお、本学卒業生（本学学部から本学大学院博士前期課程

に飛び入学した者を含む）・修了生（大学院博士後期課程の単位修得退学者を含む）は入学料が無料となりま

す。 

（大学ＨＰ「平成24年度お茶の水女子大学ECCELL社会人プログラム前学期科目等履修生募集」 

http://www.ocha.ac.jp/news/h240209.html） 
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資料5－③－G  

○シラバス（大学ＨＰ「お茶の水女子大学シラバス」）(http://tw.ao.ocha.ac.jp/syllabus/index_gakka.cfm) 

http://tw.ao.ocha.ac.jp/syllabus/index_kyoin.cfm?jugyo=12D0709  

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

多様な授業を提供するために、国内外の協定大学との間で単位互換が行われている。インターンシップの単位

化、教員免許や資格の取得を支援するための「家庭科教員キャリアコース」「消費生活アドバイザー資格取得支援
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プログラム」の実施により、学生の進路選択に資する配慮がなされている。第3年次編入を認め、既習得単位の

認定を行っている点で社会の要請に対応している。専門教育に対する満足度も高く、学術の発展動向を反映した

授業内容であり、社会の要請に従った教育課程編成であると判断される。 

 

 

観点④： 教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態の組合せ・バランスが適切であり、そ

れぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法が採用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学部では、学科・講座の教育目標に応じて、講義、演習、実験、実習の授業形態を置いている（資料 5－④

－A）。食物栄養学科では、専攻科目55科目中に、実習８、実験６、演習２の科目が含まれている。人間・環境科

学科の主・強化プログラム57科目には、実習5、演習７の科目が含まれる。人間生活学科では、３講座の性格に

よって異なる。発達臨床心理学主・強化プログラム 56 科目には、実習４、演習 10、生活社会科学主・強化プロ

グラム77科目には、演習19、実習２が、生活文化学主・強化プログラム48科目には、実習４、演習８が含まれ

る。学科・講座の特性が顕著である本学部では、それぞれの分野の性格に応じた学習指導が行われている（資料

5－④－B）。また本学部の特徴は少人数教育にあり、学生と教員の人数比はおよそ３対１である。 
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資料5－④－A 専攻科目（『学生便覧 履修ガイド2012』P.213～222） 

○専攻科目（第5条関係）食物栄養学科（事例） 
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資料5－④－B  

○シラバス（大学ＨＰ「お茶の水女子大学シラバス」）(http://tw.ao.ocha.ac.jp/syllabus/index_gakka.cfm) 

http://tw.ao.ocha.ac.jp/syllabus/index_search.cfm?jugyo=12D0014  
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【分析結果とその根拠理由】 

提供する授業科目に演習・実験・実習の占める割合は、25～40％であり、演習、実験、実習の配分も、学科・

講座の特性に応じた構成になっている。少人数教育を生かし、また学科・講座の教育内容に応じた適切な学習指

導が行われていると判断される。 

 

 

観点⑤：  単位の実質化への配慮がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

学年歴により、１年間に35週の授業時間が確保され、授業は15週単位として行われている（資料5－⑤－A）。

１年間の履修登録の上限の目安を50単位としている（別添資料5-⑤-1『学生便覧 履修ガイド』P.26）。平成22

年度卒業生の平均取得単位数154単位は、23年度には148単位に減少し、科目毎の勉学はより充実したと思われ

る（資料5－⑤－A）。新入生には、入学式直後に行われる新入生セミナーにおいて、『生活科学部 履修の手引き』

を配布、学科またはプログラム別に、モデル時間割を示すなど履修計画作成の指導を行っている（資料5－⑤－B、

資料 7－⑤－B）。また全教員がオフィス・アワーを設け、学生の授業に関する質問・相談を受ける体制をとって

いる（資料 5－⑦－A）。自習のための大学内の施設を明示している他、本学部の共通図書室、各学科・講座に図

書室・資料室を設け、学生の自習に供している（資料5－⑤－C、資料5－⑦－C）。また学生の夜間の自習のため

に学部所属の１講義室を開放している。 

 

資料5－⑤－A 卒業者の平均取得単位数（教務チーム作成） 

学科 講座 
平成22年度 平成23年度 平成22-23平均 

卒業者数 
平均 
取得単位 

卒業者数 
平均 
取得単位 

卒業者数 
平均 
取得単位 

食物栄養学科  40 169.4 40 159.1 40 164.3 

人間・環境科学科  20 147.8 22 138.3 21 143.0 

人間生活学科 

発達臨床心理学講座 35 152.8 32 156.3 33.5 154.5 

生活社会科学講座 28 140.3 31 138.1 29.5 139.2 

生活文化学講座 21 150.7 15 142.6 18 146.6 

 総計 144 154.0 140 148.8  142 151.4  

 

別添資料・Ｗｅｂ資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

別添資料5-⑤-1 １年間の履修登録の上限の目安（『学生便覧 履修ガイド』P.26） 
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資料5－⑤－A 学年暦・行事予定・授業開講日 

○学年暦・行事予定（抜粋） 

 

学年暦・行事予定(大学ＨＰ http://www.ocha.ac.jp/campuslife/r_schedule.html) 

授業開講日（『学生便覧 キャンパスガイド2012』 P.27） 
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資料5－⑤－B 履修計画（『生活科学部 履修の手引き 平成24年度』P.47～49） 

○生活文化学プログラム 4年間の履修計画（事例） 
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資料5－⑤－C 学習研究のための施設（『学生便覧 キャンパスガイド2012』P.41-47） 

○学習研究のための施設（抜粋） 
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【分析結果とその根拠理由】 

『学生便覧 履修ガイド』が１年間の履修登録の上限を50単位程度に設定している。『生活科学部 履修の手

引き』が詳細かつ具体的に、履修すべき科目とその年次、さらに履修のモデルケースを示しており、これらによ

って学習時間の確保が可能である。また学生の自習のための施設が十分に準備されており、単位の実質化への配

慮は相応になされている。 

 

 

観点⑥：  適切なシラバスが作成され、活用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

各学科・講座は、教育課程の趣旨に沿って、授業科目のシラバスを作成している（資料 5－⑥－A）。シラバス

は、全学で統一されたフォーマットのもと、学習到達目標、授業計画、評価方法等を明記し、大学ＨＰ上で公開

している。学生に対し、入学時のガイダンスにおいて、履修登録の際にシラバスを活用することを説明している。

平成22年度の調査によれば、生活科学部学生のシラバスに関する満足度は、「満足」および「やや満足」を合わ

せて61.7％である（前掲資料5－④－B）。 
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資料5－⑥－A シラバスの作成要項（大学ＨＰ「お茶の水女子大学シラバス」） 

○教員シラバス登録マニュアル（抜粋） 

 

 

資料5－⑥－B シラバスの活用状況 

（『平成22年度お茶大生の学習環境と生活・意識に関する調査』P.29、付表P.22） 

○教育サービス満足度 シラバス 

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

教育課程の編成の趣旨に沿って、授業担当教員はシラバスを作成している。シラバスの構成は、統一化されて

いる。生活科学部学生のシラバスに関する満足度は、「満足」および「やや満足」を合わせて 61.7％であり、お

おむね満足されている。 
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観点⑦： 基礎学力不足の学生への配慮等が組織的に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

自主学習への配慮として、事前・事後学習の指示、学生からの授業などの質問や要望のためのオフィス・アワ

ーを開設している他、教員研究室、連絡先、メールアドレスを示し、相談は随時受け付けている（資料5－⑦－A）。

また各学科・講座ごとに、各学年に学年担当教員を置き、種々の相談に応じられる体制を敷いている。ピアサポ

ート・プログラムによって、学習に関する多様な情報の学生間の共有を図っている（資料 5－⑦－B）。学部所属

の講義室を自習室として開放している他、学部共通図書室や講座の資料室を設け、自主的な学習への環境整備を

行っている（資料5－⑦－C、資料5－⑦－D、資料5－⑦－Ｅ）。実習・演習、受講者の多い科目にＴＡを配置し、

個々の学生の学習進度に配慮している（再掲資料 3－⑦－B）。入学生に対する補充授業は、それぞれの学科・講

座が個別に対応している他、全学共通科目として「物理学サプリメント」「生物学サプリメント」を開講、基礎学

力の向上をはかっている。 

 

資料5－⑦－A 生活科学部教員一覧（『生活科学部 履修の手引き 平成24年度』p.78） 

○生活科学部教員一覧、オフィス・アワー 
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資料5－⑦－B 

○ピアサポート・プログラム（抜粋） 

 

(大学HP「ピアサポートについて」 http://www.ocha.ac.jp/campuslife/peer.html) 
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資料5－⑦－C 

○生活科学部 学部共通図書室の案内 

 

学部共通図書室の案内（『生活科学部 履修の手引き 平成24年度』P.77～78） 
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資料5－⑦－D 

○人間生活学科で学ぶみなさんのために（抜粋） 
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人間生活学科施設案内（『人間生活学科で学ぶみなさんのために』P.21） 

 

資料5－⑦－E 生活科学部図書室、資料室 

図書室・資料室名 ＯＰＡＣ所在表示 場所 開室日 開室時間 

生活科学部共通図書室 生活科学部共通図書室,食物栄養学講

座,人間・環境科学講座,(旧)生活工学

講座,(旧)人間科学講座,(旧)人類科学

講座 

本館2-208 図書館サービスカウン

ターにお申し出くださ

い。 

生活科学部共通図書室分室1 生活科学部共通図書室分室1 本館2-266 

生活科学部共通図書室分室2 生活科学部共通図書室分室2 本館2-267 

発達臨床心理学図書室 発達臨床心理学講座,(旧)児童 本館3-353 月～金 10:00-16:00 

生活社会科学助手室 生活社会科学講座,(旧)家庭経営DB 本館3-301 月～金 9:30-15:30 

生活文化学図書室 生活文化学講座 本館3-329 月～金 11:00-13:00 

14:00-17:00 

生活環境研究センター 生活環境研究センター 総研棟 310 月～金 10:00-12:00 

13:00-17:00 

附属図書館ＨＰ（「学内図書室、資料室一覧」） 

（http://www.lib.ocha.ac.jp/gakunai_library.html） 

 

資料3－⑦－B（再掲） ＴＡの配置状況(平成23年5月現在)  

区分 開講授業数 ＴＡ申請授業数 ＴＡ配置授業数 

文教育学部 777 143 132 

理学部 431 103 88 

生活科学部 468 76 75 

大学院人間文化創成科学研究科（博士前期） 539 62 54 

計 2215 384 349 

（ファカルティ支援チーム作成） 

【分析結果とその根拠理由】 

自主学習への配慮として、全教員に対し、事前・事後学習の必要性を明示するよう指示を与えるとともに、学

年担当教員を配置し、オフィス・アワーを設けている。またピアサポート・プログラムの実施等、自主学習のた

めの環境整備を図っている。人間生活学科では、『人間生活学科で学ぶみなさんのために』を、入学時に学生に配

布し、各講座の施設や教員の情報を示している。自主学習への配慮、「物理学サプリメント」等の補習授業の開講

によって基礎学力不足の学生への配慮が組織的かつ適正に行われていると判断される。 

 

 

観点⑧：  学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）が明確に定められているか。 

 

【観点に係る状況】 

生活科学部教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）」に即して、学部・学科および講座のそれぞれ
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が学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）を定め、「生活科学部学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）」として

大学ＨＰに公開している（資料5－⑧－A）。卒業要件は、生活科学部履修規程第５条（別添資料5-⑧-1『学生便

覧 履修ガイド』P.213）に示されている。 

 

資料5－⑧－A 

○生活科学部学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

生活科学部は、自然・人文・社会科学的教養に基づき、人間と生活についての総合的な学識を身につけ、生

活者の立場から、社会で活躍できる優秀な人材を養成することを目的としている。 

課程を修了し学位が授与されるためには、学生には以下のことが要件として求められる。 

1. 生活科学部の学生は、所定の期間在学し、生活科学部履修規程に定められた科目群から所定の単位数を修得

しなければならない。 

2. 学生は、教員の指導のもとに卒業論文のテーマを決定し、資料・データの収集を行い、学問の手法に則り、

論理的な分析を行い、自ら卒業論文を完成することが求められる。卒業論文は、審査によって合格すること

が必要である。 

(1) 食物栄養学科 

生活者視点に立った食と健康の専門家、とくに食物と栄養に関する科学的視点と実践力を身につけた指導的

人材の養成を目標としている。これを実現すべく、学科が定める栄養士免許取得および管理栄養士国家試験受

験資格に必要な全単位を含む所定の単位を修得し、食品栄養科学分野に関する幅広い知識とその実践・応用能

力を身につけたことが認められた者に、学位が授与される。 

(2) 人間・環境科学科 

生活者たる人間と環境との相互作用に関する理解を備えるとともに、生活面での諸課題に対して科学的手法

を応用することで、人間と環境が共存しうる方策を考案し、かつ、実社会にて実践できる優秀な人材を養成す

ることを目的とする。これを実現すべく、学科の教育理念・目標にそって設定された授業科目群を履修し、理

工系の基礎学力を身につけ、所定の単位を修得した者に、学位が授与される。 

(3) 人間生活学科 

生活者の視点から、個人の発達や心の健康、人間と社会の関係、生活と文化について、多角的な視点と複合

的なアプローチを駆使し、人間と生活を総合的に理解し探求する力を備えた優秀な人材を養成することを目的

としている。これを実現すべく、学科の教育理念・目標にそって設定された授業科目群を履修し、人文社会科

学系の基礎学力を身につけ、所定の単位を修得し者に学位が授与される。 

（大学ＨＰ http://www.ocha.ac.jp/program/diploma_policy/undergrad.html) 

 

別添資料・Ｗｅｂ資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

別添資料5-⑧-1 卒業要件（『学生便覧 履修ガイド』P.213） 

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

生活科学を文理融合の総合応用科学として位置づけ、高度の専門的知識と市民的教養、判断力を養うことを教

育目標とした教育課程編成・実施方針に基づき、その習得によって学位授与に値するとする学部の学位授与方針

（ディプロマ・ポリシー）は、各学科・講座のポリシーとともに明確に提示されている。 
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観点⑨：  成績評価基準が組織として策定され、学生に周知されており、その基準に従って、成績評価、単位

認定が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

生活科学部履修規程第８条に基づき、成績評価は試験、平常の成績及び出席状況を総合して決定、同第９条に

基づき「Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ」の五種類の評語を以て行っている（資料5－⑨－A、資料5－⑨－B）。平成23年度

よりＧＰＡ制度による評価が導入され、大学ＨＰ教育開発センターＨＰ「ＧＰＡ制度についての説明」および『学

生便覧 履修ガイド』、『生活科学部 履修の手引き』に説明されている（資料5－⑨－C、資料5－⑨－D）。冊子

は入学時に学生全員に配付され、オリエンテーションにおいて説明がなされている。教員は、授業の成績評価基

準をシラバスにおいて示し、それにしたがって成績評価を行っている。 
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資料5－⑨－A 

○成績評価基準 

 

(大学HP「シラバス(成績評価基準)」 http://www.ocha.ac.jp/education/about_grade.html) 
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資料5－⑨－B 

○生活科学部履修規程（抜粋） 

 

成績の評価（『学生便覧 履修ガイド2012』P.31～33,208） 

 

資料5－⑨－C 

○GPA制度についての説明（抜粋） 

 

（ＧＰＡ教育開発センターＨＰ functional GPA https://crdeg.cf.ocha.ac.jp/crdeSite/GPA.html) 
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資料5－⑨－D 

○成績評価ならびにGPA制度について（抜粋） 

 

 

成績評価ならびにＧＰＡ制度について（『生活科学部 履修の手引き 平成24年度』P.5～7） 
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【分析結果とその根拠理由】 

成績評価基準は、生活科学部履修規程において策定され、『学生便覧 履修ガイド』および『生活科学部 履修

の手引き』に掲載されている他、入学時の新入生オリエンテーション等によって周知が図られている。教員は、

シラバスに成績評価の基準を示し、それにしたがって成績評価を適切に行っていると判断される。 

 

 

観点⑩：  成績評価等の客観性、厳格性を担保するための組織的な措置が講じられているか。 

 

【観点に係る状況】 

成績評価の正確性を担保するための措置として、成績評価の基準を学則に定め、シラバスで成績評価方法の詳

細が示されている。Ｓ評価の上限は、評価対象者の15％以内と定められている（前掲資料5－⑨－D）。学生は成

績評価について、教務チームに異議申し立てを行うことができる（資料 5－⑩－A）。教務チームは担当教員に問

い合わせを行い、担当教員は成績評価の経緯を教務チームに報告し、教務チームはこれを学生に伝えるシステム

がある（資料5－⑩－B、資料5－⑩－C）。解決されない場合には、教授会等に諮られ、また学年担当の教員に相

談することができる（資料5－⑩－D）。 

 

資料5－⑩－A 

○学生サポート（抜粋） 

 

教務関係の相談窓口（『学生便覧 履修ガイド2012』P.37） 

 

資料5－⑩－B 平成23年度成績評価に関する申立件数（教務チーム作成） 

区分 件数 

文教育学部 93件 

理学部 21件 

生活科学部 51件 

 

資料5－⑩－C 成績評価に関する申立への対応一覧（教務チーム作成） 

No. 申立ての内容 その対応 

学部1 
成績評価に納得がいかないので、評価方法等を教
えてほしい。 

担当の先生に問合せ、詳細を確認した上で教務チームより回答
している。（担当教員が本人が直接回答する場合もある。） 

学部2 未採点科目があるが、いつ評価がつくのか？ 授業担当教員に採点を督促した。 

学部3 
履修登録あるいは取消をしたはずなのに、反映さ
れていない。 

システムのログを確認し、本人に過失がない場合には修正登
録・取消を行っている。 

 

資料5－⑩－D  教授会規則第4条 

○国立大学法人お茶の水女子大学教授会規則 

(審議事項) 

第4条 教授会は、次に掲げる事項を審議する。 



お茶の水女子大学生活科学部 基準 5 

- 56 - 

一 学部又は研究科の教育課程の編成に関する事項 

二 学生の入学、卒業又は課程の修了その他その在籍に関する事項及び学位の授与に関する事項 

三 教員の採用及び昇任のための選考に関する事項 

四 その他当該学部等の教育研究及び運営に関する重要事項 

（大学ＨＰ http://www.ocha.ac.jp/reiki/act/frame/frame110000009.htm) 

 

【分析結果とその根拠理由】 

成績評価に関しては、学則、シラバスに基準を詳細に示すことにより、正確性を担保している。学生からの異

議申し立ては、事務局を通して授業担当教員が回答するシステムがあり、成績評価の客観性が担保されていると

判断される。 

 

 

観点⑪：  学位授与方針に従って卒業認定基準が組織として策定され、学生に周知されており、その基準に従

って卒業認定が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

卒業認定基準はお茶の水女子大学学則第22条に定められ、『学生便覧 履修ガイド』に明記されている（資料

5－⑪－A）。卒業要件は生活科学部履修規程第4条によって定められ、『生活科学部 履修の手引き』に明記され

ている（資料 5－⑪－B）。これらの冊子は、入学時に学生全員に配付され、オリエンテーションにおいて説明が

なされる。卒業要件である卒業論文の評価基準については、各学科・講座ごとに取り決めがあり、『生活科学部 履

修の手引き』に示されている他、卒業論文中間発表会等の機会を通して周知が図られる。各学科・講座ごとに卒

業認定審査を行い、教員の合議により評点を決め、最終的には教授会の議を経て、卒業認定を行う。 

 

資料5－⑪－A 卒業認定に関する規則（『学生便覧 履修ガイド2012』P.177） 

○国立大学法人お茶の水女子大学学則（抜粋） 

(卒業) 

第22条 学部に4年以上在学し、定められた授業科目を履修し、124単位以上を修得した者は、卒業者としてこ

れに卒業証書を授与する。ただし、生活科学部食物栄養学科については、138単位以上を修得した者とする。 

○国立大学法人お茶の水女子大学学則（抜粋） 

(審議事項) 

第4条 教授会は、次に掲げる事項を審議する。 

一 学部又は研究科の教育課程の編成に関する事項 

二 学生の入学、卒業又は課程の修了その他その在籍に関する事項及び学位の授与に関する事項 

三 教員の採用及び昇任のための選考に関する事項 

四 その他当該学部等の教育研究及び運営に関する重要事項 

 

資料5－⑪－B 卒業要件 

○生活科学部履修規程（抜粋） 

(卒業要件) 
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第5条 卒業するためには、別表第1―1に定めるところにより、124単位以上を修得しなければならない。ただ

し、食物栄養学科については、別表第1―2に定めるところにより、138単位以上を修得しなければならない。 

2 人間・環境科学科及び人間生活学科において履修すべき授業科目及び単位数は、別表第3から別表第7及

び別表第9に定めるとおりとする。また、食物栄養学科においては、別表第3、別表第8及び別表第9に定め

るとおりとする。 

3 学部共通科目の授業科目及び単位数は、別表第9に定めるとおりとする。  

4 全学共通科目の授業科目及び単位数は、別表第10に定めるとおりとする。  

5 外国人留学生特別科目の授業科目及び単位数は、別表第13に定めるとおりとする。また、単位の取扱い

については、人間・環境科学科及び人間生活学科は別表第1―1備考10とし、食物栄養学科は別表第1―2備

考6のとおりとする。 

6 特別設置科目の授業科目、単位数及び単位の取扱いについては、別表第14に定めるとおりとする。 

（『学生便覧 履修ガイド2012』P.213） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

卒業認定基準は、学則及び生活科学部履修規程において策定され、『学生便覧 履修ガイド』『生活科学部 履

修の手引き』に記載されている他、入学時のオリエンテーションによって周知が図られている。卒業論文の成績

評価は、教員の合議により評点を決め、透明性が確保されている。卒業認定基準にしたがって適切に卒業認定が

実施されていると判断される。 

 

 

（2）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

生活者の視点にたった総合応用科学としての生活科学の諸領域を包含する各学科・講座は、それぞれの特性

に応じた個性的なプログラムを提供し、四年間一貫したきめ細かい専門教育を行っている。教育課程は、高度

の専門知識を教授し、総合的な理解力および応用力を養い、社会生活において諸問題を解決しうる実践的な能

力を養成することを主眼とした編成になっていると判断される。専門職につくための免許・資格の取得を積極

的に促していることも評価される。 

 

【改善を要する点】 

特になし 
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基準6 学習成果 

 

（1）観点ごとの分析 

 

観点①：  各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付けるべき知識・技能・態度等について、単位修得、

進級、卒業（修了）の状況、資格取得の状況等から、あるいは卒業（学位）論文等の内容・水準から

判断して、学習成果が上がっているか。 

 

【観点に係る状況】 

学部別平均単位取得数は、平成 22 年度/23 年度卒業生については、文教育学部 154.09/147.58 単位、理学部

151.75/146.82 単位、生活科学部153.85/148.97 単位であり、本学部においても卒業要件124 単位（食物栄養学

科のみ138単位）を大きく上まわっている（教務チーム提供）。これは、学生の勉学意欲の高さを示すとともに、

教職課程の履修（後述）を反映したものである。 

本学部の学位授与者は、平成22年度144名、23年度140名である（資料6－①－A）。単位を標準修業年限内に

取得して卒業していく学生及び標準履修年限の1.5倍内で卒業していく学生が、本学部でも９割前後である（資

料6－①－B、資料6－①－C）。標準修業年限内卒業の割合は、平成22年度91.8％、23年度87.8％であり、学生

の在学中の学習は順調に行われたと言える。卒業論文は、各学科・講座において卒業判定会、卒論発表会を経て

質の高いものが提出されるよう指導されている。本学部の留年率は、４年次生に対して11～12％、全学生に対し

て３％程度であり、全学部の中間値である（資料6－①－D、資料6－①－E）。資格取得に関しては、食物栄養学

科の管理栄養士合格率は平成22年度89.7％（35/39)、平成23年度92.3％（36/39)であった。教職免許取得率が

全学部平均3割程度、生活科学部では2割前後である（資料6－①－F）。全学部を通じて下降傾向にあるのは、

教職免許更新制の導入が一因であると考えられる。 

 

資料6－①－A 学位授与の状況（教務チーム作成） 

区分 
平成22年度 平成23年度 

学位授与者数 学位授与者数 

文教育学部 257 237 

理学部 146 137 

生活科学部 144 140 

 

資料6－①－B  標準修業年限内の卒業率（教務チーム作成） 

区分 

平成22年度 平成23年度 

標準修業年限内の

卒業者(a) 

標準修業年限前の

入学者数(b) 

※19年度入学者 

標準修業年限内の

卒業者（修了）率

(a)/(b) 

標準修業年限内の

卒業者(a) 

標準修業年限前の

入学者数(b) 

※20年度入学者 

標準修業年限内の卒

業者（修了）率

(a)/(b) 

文教育学部 217 250 86.8% 209 240 87.1% 

理学部 134 148 90.5% 131 147 89.1% 

生活科学部 135 147 91.8% 129 147 87.8% 
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資料6－①－C 標準修業年限内×1.5］年内卒業率（教務チーム作成） 

区分 

平成22年度 平成23年度 

(d)のうち［標準修業年限×

1.5］年間に学位を取得し

た者の数(c) 

［標準修

業年限

×1.5］年

前（平成

17 年度）

の入学

者数(d) 

［標準修

業年限

×1.5］年

内卒業

(修了)率 

(ｃ)/(ｄ) 

(d)のうち［標準修業年限×

1.5］年間に学位を取得し

た者の数(c) 

［標準修

業年限

×1.5］年

前（平成

18 年度）

の入学

者数(d) 

［標準修業年限×

1.5］年内卒業(修了)

率 

(ｃ)/(ｄ) 
H20 

年度 

卒業 

H21 

年度 

卒業 

H22 

年度 

卒業 

計 

H21 

年度 

卒業 

H22 

年度 

卒業 

H23 

年度 

卒業 

計 

文教育学部 201 14 6 221  244  91% 215 30 6 251  264  95% 

理学部 131 5 2 138  154  90% 140 8 1 149  153  97% 

生活科学部 124 9 2 135  152  89% 131 6 1 138  147  94% 

 

資料6－①－D 留年・休学・退学の状況（教務チーム作成） 

（留年率） 

区分 
平成22年度 平成23年度 
全学生数 
［前年度］(a) 

留年者数(b) 留年率(b/a) 
全学生数 
［前年度］(a) 

留年者数(b) 留年率(b/a) 

文教育学部 991 67 6.8% 989 48 4.9% 

理学部 586 19 3.2% 569 13 2.3% 

生活科学部 589 19 3.2% 584 20 3.4% 

（休学率） 

区分 
平成22年度 平成23年度 
全学生数 
［前年度］(a) 

休学者数 
［前年度］(c) 

休学率(c/a) 
全学生数 
［前年度］(a) 

休学者数 
［前年度］(c) 

休学率(c/a) 

文教育学部 991 9 0.9% 989 19 1.9% 

理学部 586 4 0.7% 569 4 0.7% 

生活科学部 589 5 0.8% 584 7 1.2% 

（退学率） 

区分 
平成22年度 平成23年度 
全学生数 
［前年度］(a) 

退学・除籍者
数(d) 

退学率 (d/a) 
全学生数 
［前年度］(a) 

退学・除籍者
数(d) 

退学率 
(d/a) 

文教育学部 991 6 0.6% 989 10 1.0% 

理学部 586 6 1.0% 569 9 1.6% 

生活科学部 589 2 0.3% 584 3 0.5% 

※全学生数（学部）＝学部1～4年生の在籍者数 

 

資料6－①－E 留年者の割合（大学情報データベース） 

区分 
平成22年度 平成23年度 
4年次生数(a) 留年者数(b) 留年者率(b/a) 4年次生数(a) 留年者数(b) 留年者率(b/a) 

文教育学部 310 67 21.6% 289 48 16.6% 

理学部 162 19 11.7% 154 13 8.4% 

生活科学部 166 19 11.4% 165 20 12.1% 

資料6－①－F 資格取得の状況（教務チーム作成） 

区分 

平成22年度 平成23年度 

卒業者数(a) 
教職免許取得
者数(b) 

取得率(b/a) 卒業者数(a) 
教職免許取得
者数(b) 

取得率(b/a) 

文教育学部 257 62 24.1% 237 32 13.5% 

理学部 146 53 36.3% 137 31 22.6% 

生活科学部 144 32 22.2% 140 24 17.1% 
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【分析結果とその根拠理由】 

生活科学部の標準修業年限内卒業の割合は、平成 22 年度、23 年度ともに９割前前後であり、学生の在学中の

学習は順調に行われたと言える。留年、休学、退学率も低水準である。卒業論文は、各学科・講座において質の

高いものが提出されるよう指導されている。資格免許の取得率においても一定の成果がみられ、教育の効果が上

がっていると判断される。 

 

 

観点②：  学習の達成度や満足度に関する学生からの意見聴取の結果等から判断して、学習成果が上がってい

るか。 

 

【観点に係る状況】 

平成22年度の学習環境と生活・意識に関する調査によると、教育に対する学生の評価は、食物栄養学科では「専

門分野の理論を深く教育する」、人間生活学科では「専門の基礎をなす基本的知識や考え方を教育する」、人間・

環境学科では「専門にこだわらない幅広い教育を行う」の値が高く、それぞれの学科に特色のある学習成果があ

がっている（資料 6－②－A）。指導教員の評価については、専門教育の教員指導に対する満足度は高く、特に人

間・環境学科、人間生活学科では９割以上が満足していると回答している。また、少人数教育のよさを高く評価

する割合が全学部で多い。卒業論文または卒業研究の指導についての学部4年生対象の調査では、生活科学部は

32.2％が「非常に満足」、44.4％が「やや満足」であった。学期ごとに学生の授業の評価アンケートが実施され、

その結果は担当教員にフィードバックされ、全学的なＦＤの取組みにも活用されている（資料8－②－A）。 
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資料6－②－A 平成22年度お茶大生の学習環境と生活・意識に関する調査 

○お茶大の成功度と将来の重要度(p.21) 

 

○全体的な教員指導の満足度（教養・共通教育 

（コア、LA など））(P.16) 

○全体的な教員指導の満足度（専門教育）(P.16) 
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○少人数教育のよさ（学部）(P.15) ○卒業論文または卒業研究の指導について(P.17) 

 

平成22年度お茶大生の学習環境と生活・意識に関する調査 

（Teapot http://teapot.lib.ocha.ac.jp/ocha/handle/10083/50744 ） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

業評価アンケートを実施し、その結果が担当教員にフィードバックされ、活用されている。本アンケートの結

果や学生意識調査の結果から、学生の教育全般に対する満足度の高さが確認される。授業評価等、学生からの意

見聴取の結果から判断して、教育の成果は上がっていると判断される。 

 

 

観点③：  就職や進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績から判断して、学習成果が上がっている

か。 

 

【観点に係る状況】 

平成23年度の3学部卒業者514名のうち就職者は294名(57.2%)、進学者は177名(34.4%)であった。その内訳

を見ると、文教育学部の就職率（進学率）は 69.2%（19.8％）、理学部は 33.6％（61.3%）、生活科学部は 60.0％

（32.9％）である（資料6－③－A）。就職先は、多くは民間企業であるが、官公庁（平成22年度18.2％、23年

度8.9％）、教職（6.0％、7.7％）への就職も少なくない（資料6－③－B）。 

 

資料6－③－A 進路の状況（学生・キャリア支援チーム作成） 

区分 

平成22年度 平成23年度 

卒
業
者
数(

ａ) 

進学状況 就職状況 卒
業
者
数(

ａ) 

進学状況 就職状況 

進学者
数(b) 

進学率
(b/a) 

就職者
数(d) 

就職率
(d/a) 

就職希
望者数
(c) 

就職希
望者の
就職率
(d/c) 

進学者
数(b) 

進学率
(b/a) 

就職者
数(d 

就職率
(d/a) 

就職希
望者数
(c) 

就職希
望者の
就職率
(d/c) 

文教育学部 257 54 21.0% 151 58.8% 179 84.4% 237 47 19.8% 164 69.2% 170 96.5% 

理学部 146 92 63.0% 47 32.2% 47 100.0% 137 84 61.3% 46 33.6% 48 95.8% 

生活科学部 144 48 33.3% 79 54.9% 84 94.0% 140 46 32.9% 84 60.0% 90 93.3% 
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資料6－③－B 

○就職先一覧 

 

（『大学案内2012』P.89） 
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【分析結果とその根拠理由】 

本学の教育目的に沿って行われた教育の結果は高い就職率と進学率となって現れている。また、高度な専門性

が必要とされる職に就くケースが多い。以上のことから、教育の成果や効果が上がっていると判断される。 

 

 

（2）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

学生による授業評価アンケートをはじめとする各種調査を計画的に実施し、教育の達成状況を多様な角度から

把握するシステムが整っており、その成果が教育の質の向上のために活用されている。 

在学中の単位取得状況や、学士課程4年での卒業率、教職免許取得率の高さ、就職・進学状況などから判断し

て、多数の学生が在学中の教育を通して高い資質や能力を身に付けて卒業していると判断される。 

授業評価アンケートを通して、本学の教育全般に対する学生の高い満足度が示されている。 

 

【改善を要する点】 

特になし 
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基準7 施設・設備及び学生支援 

 

（1）観点ごとの分析 

 

観点②：  教育研究活動を展開する上で必要なＩＣＴ環境が整備され、有効に活用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

生活科学部におけるＩＣＴ環境については、学科、講座ごとに学生共用のパソコンが整備され、学習環境への

配慮がなされている。食物栄養学科では27台、人間生活学科では、発達臨床心理学講座に1台、生活社会科学講

座に12台、生活文化学講座に6台が整備され、それぞれ有効に活用されている。また学内にはノート型パソコン

を使って安全にネットワークが接続できるように認証機能付き情報コンセントが設置されており、学生は自由に

利用することができる。 

本学部生は、学内共同利用施設の情報基盤センターが管理する複数の情報教室を、授業で使用していない時間

には自由に利用できる。資料７-②―A は学生調査における情報教室の満足度に関する本学部生の回答であり、非

常に満足、やや満足の合計が、「情報教室の開室日、時間」については 45.7%、「情報機器の利用方法」について

は46.0%であり、いずれも50%以下の値である。情報教室の開室時間については「利用したことがない」という回

答が30%ある。 

 

資料７－②－A  

○教育サービスの満足度 

 

区分 情報教室の開室日、時間 情報機器の利用方法 

生活科学部 45.7% 46.0% 

（非常に満足、やや満足の計） 

(｢平成22年度お茶大生の学習環境と生活・意識に関する調査報告書｣Ｐ．22) 

 

【分析結果とその根拠理由】 

ＩＣＴ環境はおおむね整備されているが、学生調査における教育サービスの満足度は5割に満たず、情報教室

を使用したことのない学生も3割にのぼる。理由の一つに情報教室の存在や利用方法が周知されていないことが

考えられ、今後は情報教室の存在や開室時間等の学生への周知を徹底するなど改善が必要である。 

 

 

観点③：  図書館が整備され、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収集、

整理されており、有効に活用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学図書館は教育研究活動を支える総合図書館として、インタ－ネットや電子ジャ－ナルなどの印刷媒体以外

の資料を包括的に収集保存しており、図書館ＨＰを通して詳細な利用説明がなされている（Web資料7－③－1）。

図書の検索については、館内の端末およびインタ－ネットを通して学外から可能である。図書館収蔵以外の学科・
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講座所蔵の図書についても検索することができる。 

生活科学部の図書、学術雑誌、視聴覚資料については、各学科・講座で必要なものを定期購読あるいは購入し

ているが、電子ジャ－ナル化の増大により、整備のしかたも変わりつつある。購入した学術雑誌は、学生の閲覧

に配慮し、定期的に製本されている。各学科・講座に図書室・資料室が設置され、専門分野の学術雑誌、図書が

系統的に整備されており、学生の閲覧も自由である（前掲資料 5－⑦－D、Ｅ）。人間生活学科では、生活文化学

講座において資料室1、実物資料室1、発達臨床心理学講座において資料室3、調査資料保管室1、生活社会科学

講座において資料室 4、雑誌室 1 室があり、それぞれが蔵書、学術雑誌など十分量の図書を備え、全体として実

質的な形で人間生活学科図書館の体制をとっている。他に食物栄養学科と人間・環境科学科の共通図書室１室が

あり、さらに学部共通図書室(前掲資料5－⑦－C)には、家庭科教員キャリアコース関連資料室および消費生活ア

ドバイザー資格取得支援プログラム資料室が整備されている（前掲資料5－③－D）。 

 

Ｗｅｂ資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料７－③－１ お茶の水女子大学図書館(http://www.lib.ocha.ac.jp/ ) 

 

【分析結果とその根拠理由】 

学部共通図書室、学科共通図書室、さらに講座ごとに複数の図書・資料室が整備され、本学部の図書整備の体

制については、おおむね良好であると判断される。 

 

 

観点④：  自主的学習環境が十分に整備され、効果的に利用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学部の学生の自習室として第6講義室（大学本館209室）が開放されており、授業で使用されていない時間

帯に自由に学生が利用することができる。本自習室は、夜間部にも学生に利用されている。上記の学部共通図書

室や学科・講座の図書・資料室での自習も可能である。また学内には、学生の自主的学習施設として、総合学修

研修センタ－、図書館、情報基盤センタ－、グロ－バル教育センタ－があり、自習やパソコンの利用ができる。

学生は各施設の開館時間、利用規則に従って勉学意欲を高めるべく効果的な施設利用を行っている。自主的学習

環境に関する学生への利用案内も学生支援センタ－ＨＰに整備されている（Web資料7－④－1）。平成22年度の

調査によれば、自習室を利用したことがない学部生は23.4％にとどまり、多くの学生が自習室を利用しているこ

とがわかる（前掲資料5－⑥－B付表Ｐ．22 Ｑ15参照）。 

 

Ｗｅｂ資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料7－④－1 施設利用案内(http://www.ocha.ac.jp/gss/support_center/facilities/index.html) 

 

【分析結果とその根拠理由】 

自習室として学科・講座の図書・資料室が開放されている他、教室1室が自習室として確保されている。また

学内的にも種々の自主的学習環境が整備されており、おおむね効果的な利用がなされていると判断される。 
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観点⑤：  授業科目、専門、専攻の選択の際のガイダンスが適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

生活科学部では新入生に対して入学式直後に1泊2日の新入生セミナ－を実施している（資料7－⑤－A）。学

科・講座ごとに学年担任、カリキュラム委員など複数の教員と上級学生が同行し、専門に関する4年間の学習計

画、教職関連科目や一般教養科目の選択など履修に関する具体的方法が説明される。本学部は毎年『生活科学部 

履修の手引き』を作成し、4年間の履修計画の情報を共有するようにしている（前掲資料5－⑤－B）。また在来生

への履修ガイダンスを行う合宿セミナーも設けている。食物栄養学科では1～4年生、および院生と教員により、

人間・環境科学科では3年生と教員による合宿セミナーが行われ、専門や専攻を選択する際のガイダンスがなさ

れている。 

履修に関する説明は、学科・講座によってカリキュラムの内容が異なるため、それぞれの特性に従って行われ

ている。人間・環境科学科では、1 年次から 4 年次までに履修する科目「専門教育科目必修プログラム」を「主

プログラム（必修）（選択）」と「強化プログラム（選択）（建築）」に、専門以外を「学部共通科目、教職共通科

目」「コア科目」「教職に関する科目」と分類し、学生が理解しやすいように工夫している（資料7－⑤－Ｂ）。食

物栄養学科、人間・環境科学科では、必修科目の他、教職科目、コア科目、学部共通科目など選択科目も含めて

時間割モデルを示し、学生の履修計画の参考としている（資料7－⑤－Ｃ）。資格の取得や副プログラムについて

は、学科・講座の特性に応じた説明がなされている。 

人間生活学科では、学生生活支援体制として1年生担当助手室を設け、支援を行っている他、カリキュラム委

員による、講座を超えたプログラム選択や学習計画相談体制があり、複数プログラム選択履修制度の導入に伴う

学生への情報提供を積極的に行っている。特に人間生活学科１年生の主プログラム選択に関する相談・説明会は

入学時と夏休み前の2回行われ、10月の予備調査を経て1月にウェブ申請し、調整後2月に結果が発表され、ほ

ぼ１年間かけてプログラム選択の指導が行われている。 

 

資料7－⑤－A 新入生セミナー 

○平成24年度新入生セミナー実施要項 
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資料7－⑤－Ｂ カリキュラムの構成（『生活科学部 履修の手引き 平成24年度』P.29） 

○人間・環境科学科カリキュラムの構成 
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資料7－⑤－C モデル時間割（（『生活科学部 履修の手引き 平成24年度』P.14） 

○食物栄養学科モデル時間割（抜粋） 

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

新入生セミナ－によって教員や上級生による詳細なカリキュラムの指導があり、ガイダンスは適切に実施され

ている。『生活科学部 履修の手引き』は、学科・講座ごとに懇切丁寧に作成され、実際の時間割モデルを 1～4

年次まで提示するなど学生の側にたった手引き書として全学の履修ガイドの理解を助けるものである。 

 

 

観点⑥：  学習支援に関する学生のニ－ズが適切に把握されており、学習相談、助言、支援が適切に行われて

いるか。 

  また、特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への学習支援を適切に行うことのできる状況に

あり、必要に応じて学習支援が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 
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複数プログラム選択履修制度については、総合学修支援センタ－がこれを全面的にサポ－トしている。同セン

タ－は学内共同教育研究施設であり、総合的な学修相談、学修指導などの支援を行っている。プログラム履修方

法、履修登録や取り消し、プログラムの変更、成績評価など、さらに各種学修支援システムの利用や資格取得に

ついての相談も受けている。総合学修支援センタ－のＨＰに学生からの相談内容と回答がアップされ学生間で情

報が共有されている（資料7－⑥－A）。また生活科学部全教員のオフィス・アワ－が生活科学部のＨＰおよび『生

活科学部 履修の手引き』に掲載され、学生は教員が指定した時間帯に学習相談に行くことができる（Web資料7

－⑥－1、前掲資料5－⑦－A）。留学生にはチュ－タ－制度や留学生相談室が整備されており、指導教員の指示の

もとに本学の大学院生が留学生に個別に指導を行い、学習効果を上げることが期待されている。また留学生の日

本語学習面でのサポ－トや生活支援なども行っており、大学ＨＰに紹介されている（Web資料7－⑥－2）。 

人間生活学科では入学時に冊子「人間生活学科で学ぶみなさんのために」が配布され、その中で各講座の１年

生担任、カリキュラム委員、学科長と講座主任の名前とそれぞれの役割について示し、内容に応じて、相談・助

言・支援を行うことができるようにしている。また、日常的な質問については発達臨床心理学講座、生活社会科

学講座、生活文化学講座の３講座が毎年持ち回りで担当の助手室をき決め、相談を受け付けている。 

 

別添資料・Ｗｅｂ資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料7－⑥－1 
教員オフィスアワ－ 

（http://www.hles.ocha.ac.jp/seikatsu_kyoinH23.pdf ） 

Web資料7－⑥－2  
個人チュ－タ－制度、留学生相談室 

(http://www.ocha.ac.jp/intl/intl-st/4-6.html ) 

 

資料7－⑥－A  

○学習支援センタ－に寄せられた相談の例 

Q1 主プログラムを選択する時期はいつですか？ 

A1 理系については、入学時点で申請。文系については、1年次終了時（1月頃）に、Web申請し、申請者数

（第一希望者の数）が受け入れ上限数を下回っている場合は、そのまま決定します。受け入れ上限数を

上回っている場合は、当該主プログラム提供コ－ス・講座において選考し、通知します。 

Q2 第2プログラム、第3プログラムを選択する時期はいつですか？ 

A2 第2プログラムは、文系理系とも2年次終了時に、Web申請により選択できます。第3プログラムは、2

年次終了以降、随時、Web申請可能です。 

Q3 履修科目決定までのモデルプランは？ 

A3 コア科目の必修科目(語学、情報、スポ－ツ健康)を埋める 

→所属学科の必修科目を埋める 

→時間割に入れてみて、空いている時間帯の科目を調べて、履修するか個別に決める。 

Q4 一年次のおすすめの履修の仕方を教えてください 

A4 コア＋主プログラムのＣＣＢＭのピンクの科目を優先的にとるとよいでしょう。 

Q5 一年次はどれくらい単位を取得すればよいですか？ 
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A5 教職や資格取得を希望すると、週15コマ前後になります。 

ただし、各授業の評価も重要なので、余裕をもって履修できるかどうか検討し、授業だけでなく、サ－

クル活動やアルバイトなどの兼ね合いも考えて時間割を作成してください。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

学習支援に関する学生のニ－ズは総合学修支援センタ－を中心に把握されており、また生活科学部教員のオフ

ィス・アワー一覧がＨＰに掲載され、学生の相談をいつでも受ける体制を敷いている。人間生活学科では発達臨

床心理学講座、生活社会科学講座、生活文化学講座に共通の1年生のための相談窓口を設置し、多数の相談を受

け付けている。学生支援体制は整備されているといえる。 

 

 

観点⑦：  学生の部活動や自治会活動等の課外活動が円滑に行われるよう支援が適切に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

食物栄養学科では ochas（Web 資料 7－⑦－1）を学科内で立ち上げ、公認サ－クルとして全学から学生が集ま

って活動をしている。 

 

別添資料・Ｗｅｂ資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料7－⑦－1 
ochasウェブサイト 
（http://ochashp.web.fc2.com/） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

食物栄養学科で立ち上げた公認サークルochasは、学科をこえて全学からの参加が可能であり、活発に活動し

ている。学生支援は円滑に行われているといえる。 

 

 

（2）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

図書室については、特に人間生活学科において、講座ごとに専門性の高い資料室が整備されており、教員・学

生ともに活用されている。カリキュラムの履修や資格取得に関する指導は『生活科学部 履修の手引き』により

徹底的になされ、新入生セミナーでも活用されている。 

 

【改善を要する点】 

該当なし 
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基準8 教育の内部質保証システム 

 

（1）観点ごとの分析 

 

観点①：  教育の取組状況や大学の教育を通じて学生が身に付けた学習成果について自己点検・評価し、教育

の質を保証するとともに、教育の質の改善・向上を図るための体制が整備され、機能しているか。 

 

【観点に係る状況】 

生活科学部は理系の食物栄養学科および人間・環境科学科、文系の人間生活学科の三学科からなり、文理融合

型の学部である。本学部の特徴を活かした十分な教育を行うため、学部カリキュラム委員会が学部全体のカリキ

ュラム管理を行っており、学部長の出席のもと定期的に開催され、カリキュラム内容、学生の反応などについて

活発な意見交換の場となっている。学部共通科目の「生活科学概論」は各分野の教員がオムニバス形式で授業を

行うもので、文理融合型の学部の特徴が活かされる科目である。学習成果については人間・環境科学科および生

活社会科学講座では、毎年、院生および卒業生の研究成果を『生活工学研究』『生活社会科学研究』として印刷物

の形でまとめ、学生の研究成果の蓄積を重ねている。教育の取組状況を自己評価する手がかりとして教員活動状

況データベースへの入力が全学的に課せられている（資料8－①－A）。本学部では『生活科学部 履修の手引き』

を毎年作成し、学科・講座ごとのきめ細かいカリキュラムの説明、4 年間の履修計画および資格の取得法などを

記載している。また学科・講座別に行う在来生合宿セミナーでは学生および教員が学外で研修や懇親を行ってお

り、さまざまな視点から学生が身に付けた学習成果を評価できる体制となっている。 

 

資料8－①－A 教員活動状況デ－タベ－ス 

○教員活動状況デ－タベ－ス 

（活動内容入力画面） 

 

（評価結果画面） 
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【分析結果とその根拠理由】 

生活科学部のカリキュラム管理を行い、学部長出席のもとで定期的に開催されるカリキュラム委員会が、活発

な意見交換により教育の質の保証や改善に寄与している。また学科・講座ごとに行われる在来生合宿セミナ－は、

教員が直接、学生の学習成果を評価できる機会である。また教員活動状況デ－タベ－スの入力を通して教育の自

己評価が行われ、教育の質の向上を保証する体制はおおむねとられていると判断される。 

 

 

観点②： 大学の構成員（学生及び教職員）の意見の聴取が行われており、教育の質の改善・向上に向けて具体

的かつ継続的に適切な形で活かされているか。 

 

【観点に係る状況】 

学生による授業評価アンケートが毎学期実施され、アンケート調査の結果は各教員に配布され、教育の質の改

善・向上にむけての手がかりとして貴重な情報となっている（資料 8－②－A）。また学生による教育・生活評価

調査がインターネットウェブサイトを使って行われ、教育カリキュラム、入試、学生支援、女性支援、情報環境、

国際交流の各項目について詳細に調査された結果が学部生、大学院生ごとに報告され冊子体となっている（『平成

22年度 お茶大生の学習環境と生活・意識に関する調査』）。シラバスには各教員のオフィス・アワーが明記され、

学生はその時間に直に教員に質問し、指導を受けることができる。 

本学部には、各学科・講座から選出された委員と学部長より構成されるカリキュラム委員会があり、学部教育

全般に関わる問題を共有して、カリキュラム編成に当たっている。また人間生活学科では３講座３名のカリキュ

ラム委員が、複数プログラム選択履修制度のプログラム選択や学修計画に関する学生の相談を、講座をこえて受

け付けている。教授会では毎回、各学科・講座からの報告、意見等を出してもらい、学部教員間の情報共有をは

かっている。 
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資料 8－②－A 学生からの意見聴取 

○授業アンケ－ト結果集計表（事例） 

（全体） 

 

（1枚目） 

授業アンケート結果集計表
学部・学科 18 名

教員 12 名

科目 62.50 ％

項目別回答分布（人数と平均値）

1 2 3 4 5 無回答 平均 学部計 全学計

0 2 0 0 8 0 ― ― ― ―

0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 80.0% 0.0%

0 0 0 7 3 0 ― ― ― ―

0.0% 0.0% 0.0% 70.0% 30.0% 0.0%

0 1 1 8 0 0 3.7 3.4 3.6 -0.307

0.0% 10.0% 10.0% 80.0% 0.0% 0.0%

0 0 2 7 1 0 3.9 4.3 4.4 0.284

0.0% 0.0% 20.0% 70.0% 10.0% 0.0%

2 0 5 3 0 0 2.9 2.1 2.7 -0.272

20.0% 0.0% 50.0% 30.0% 0.0% 0.0%

3 3 3 0 0 1 2.0 1.6 2.0 -0.864

30.0% 30.0% 30.0% 0.0% 0.0% 10.0%

Q1.シラバスの活用

Q2.授業の選択理由

Q3.学生の意欲度

Q4.学生の欠席回数（出席
状況）

Q5.予習・復習の実行

Q6.予習・復習の時間

□□　□□

○○○学科 履修者数

回収数

満足度との

相関係数

○△○△演習 回収率

質疑内容
回答 平均

 

授業アンケート結果集計表
学部・学科 18 名

教員 12 名

科目 62.50 ％

項目別回答分布（人数と平均値）

1 2 3 4 5 無回答 平均 学部計 全学計

0 2 0 0 8 0 ― ― ― ―

0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 80.0% 0.0%

0 0 0 7 3 0 ― ― ― ―

0.0% 0.0% 0.0% 70.0% 30.0% 0.0%

0 1 1 8 0 0 3.7 3.4 3.6 -0.307

0.0% 10.0% 10.0% 80.0% 0.0% 0.0%

0 0 2 7 1 0 3.9 4.3 4.4 0.284

0.0% 0.0% 20.0% 70.0% 10.0% 0.0%

2 0 5 3 0 0 2.9 2.1 2.7 -0.272

20.0% 0.0% 50.0% 30.0% 0.0% 0.0%

3 3 3 0 0 1 2.0 1.6 2.0 -0.864

30.0% 30.0% 30.0% 0.0% 0.0% 10.0%

0 0 0 3 7 0 4.7 3.8 3.9 -0.429

0.0% 0.0% 0.0% 30.0% 70.0% 0.0%

0 0 1 4 5 0 4.4 3.3 3.6 0.066

0.0% 0.0% 10.0% 40.0% 50.0% 0.0%

0 0 0 0 10 0 5.0 3.8 3.8 0.000

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% ##### 0.0%

Q10.授業の 0 0 1 2 7 0 4.6 3.7 3.8 0.592

0.0% 0.0% 10.0% 20.0% 70.0% 0.0%

Q11.授業内容の量・スピー 0 0 1 4 5 0 4.4 3.7 3.7 0.724

0.0% 0.0% 10.0% 40.0% 50.0% 0.0%

Q12.教員の熱意 0 0 0 2 8 0 4.8 4.1 4.1 0.218

0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 80.0% 0.0%

Q13.質問・発言の促し 0 0 1 2 7 0 4.6 3.4 3.7 0.263

0.0% 0.0% 10.0% 20.0% 70.0% 0.0%

Q14.授業内容の興味・関心 0 0 0 3 7 0 4.7 3.8 3.8 -0.429

0.0% 0.0% 0.0% 30.0% 70.0% 0.0%

Q15.授業の理解度 0 0 0 5 5 0 4.5 3.6 3.7 0.218

0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

Q16.Q15で理解度が低い者の 0 0 0 0 0 0 ― ― ― ―

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

Q17.授業に対する満足度 0 0 0 3 7 0 4.7 3.7 3.8 1.000

0.0% 0.0% 0.0% 30.0% 70.0% 0.0%

Q18.目標の達成度 0 0 1 5 4 0 4.3 3.6 3.7 0.307

0.0% 0.0% 10.0% 50.0% 40.0% 0.0%

Q19.自分の学習への有益度 0 0 1 4 5 0 4.4 3.7 3.9 0.395

0.0% 0.0% 10.0% 40.0% 50.0% 0.0%

Q20.視聴覚機器設備 ― ― 0 1 9 0 ― ― ― ―

0.0% 10.0% 90.0% 0.0%

Q7.授業の聞き取りやすさ

Q8.板書などの見やすさ

Q9.説明の判りやすさ

Q1.シラバスの活用

Q2.授業の選択理由

Q3.学生の意欲度

Q4.学生の欠席回数（出席
状況）

Q5.予習・復習の実行

Q6.予習・復習の時間

□□　□□

○○○学科 履修者数

回収数

満足度との

相関係数

○△○△演習 回収率

質疑内容
回答 平均

0 

1 

2 

3 

4 

5 

Q3.学生の意欲度

Q4.学生の欠席回数（出席状況）

Q5.予習・復習の実行

Q6.予習・復習の時間

Q7.授業の聞き取りや

Q8.板書などの見やすさ

Q9.説明の判りやすさ

Q10.授業の創意・工夫

Q11.授業内容の量・スピード

Q12.教員の熱意

Q13.質問・発言の促し

Q14.授業内容の興味・関心

Q15.授業の理解度

Q17.授業に対する満足度

Q18.目標の達成度

Q19.自分の学習への有益度

＜評価レーダーチャート＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

Q3.学生の意欲度

Q4.学生の欠席回数（出席状況）

Q5.予習・復習の実行

Q6.予習・復習の時間

Q7.授業の聞き取りやすさ

Q8.板書などの見やすさ

Q9.説明の判りやすさ

Q10.授業の創意・工夫

Q11.授業内容の量・スピード

Q12.教員の熱意

Q13.質問・発言の促し

Q14.授業内容の興味・関心

Q15.授業の理解度

Q17.授業に対する満足度

Q18.目標の達成度

Q19.自分の学習への有益度

＜評価帯グラフ＞

1 2 3 4 5 無
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（2枚目） 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

Q3.学生の意欲度

Q4.学生の欠席回数（出席状況）

Q5.予習・復習の実行

Q6.予習・復習の時間

Q7.授業の聞き取りやすさ

Q8.板書などの見やすさ

Q9.説明の判りやすさ

Q10.授業の創意・工夫

Q11.授業内容の量・スピード

Q12.教員の熱意

Q13.質問・発言の促し

Q14.授業内容の興味・関心

Q15.授業の理解度

Q17.授業に対する満足度

Q18.目標の達成度

Q19.自分の学習への有益度

＜評価レーダーチャート＞
平均

学部平均

全科目

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

授業評価アンケ－トは毎学期行っており、学生側にも教員側にもほぼ定着し、個々の授業に対する意見の聴取

に有用な手段となっている。教員は集計された結果を知ることにより授業の進め方の改善、工夫を量ることがで

きる。学部カリキュラム委員会は、学部教育の意見交換の場であり、問題点を共有しながらカリキュラム編成に

あたっている。人間生活学科では３講座間で複数プログラム選択履修制度に関して情報共有をはかっている。以

上より、教育の質の改善・向上にむけての継続的体制は整備されていると判断される。 

 

 

観点③：  学外関係者の意見が、教育の質の改善・向上に向けて具体的かつ継続的に適切な形で活かされてい

るか。 

 

【観点に係る状況】 

生活科学部では消費生活アドバイザーの資格取得のための支援プログラムを設けており、学部長のもとに各分

野別スタッフおよび学外支援者がいる。このプログラムでは、学生への説明会に、毎年必ず消費生活アドバイザ

ー資格を取得した卒業生に参加してもらい、各種の情報や意見の交換を行っている。本プログラムは、家庭科教

員キャリアコ－スと同様に、履修計画のアドバイスと資格取得に関する情報提供を目的とし、パンフレットを作

成して、新入生が受講する学部共通科目の「生活科学概論」で支援体制が説明されている（資料5－③－D）。 

平成18年度の部局別自己点検・外部評価で指摘された、シラバスの利用率が低い点については改善が行われた。

ウェブ上で公開すると同時に授業時に配布を行い利用率の向上を図り、またシラバスに成績基準を記載すること

も行った（資料8－③－A）。 

 

資料8－③－A 

○部局ごとの自己点検・外部評価で指摘された点の改善状況 

生活科学部改善策３： 
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シラバスの利用率が低い点については、ウェブ上で公開すると同時に授業時にも配布することにより利用率の

向上を図っている。また、シラバス成績評価基準を記載した。 

部局別評価結果報告書（部局ごとの自己点検・外部評価で指摘された点の改善状況Ｐ.２８） 

（http://www.ocha.ac.jp/introduction/hyouka/pdf/050101_18hyoukakekka-bukyoku.pdf） 

  

【分析結果とその根拠理由】 

受験資格が得られる消費者生活アドバイザーのための支援体制があり、その説明会には消費生活アドバイザー

資格を取得した卒業生が参加し、情報や意見交換を通して教育の質の改善、向上に向けて活かされている。 

 

 

観点④： ファカルティ・ディベロップメントが適切に実施され、組織として教育の質の向上や授業の改善に

結び付いているか。 

 

【観点に係る状況】 

毎学期末に行っている学生による授業評価アンケ－トの実施と、集計結果の担当教員への配布は、教員の質の

向上と授業の改善に向けたファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）の一環となっている。また教員の授業参

観が、学部ごとにＦＤとして行われている。生活科学部ＦＤの案内がファカルティ支援チ－ムの学部担当よりメ

－ルにて教員に送られ（資料 8－④－A）、教員は事前に参観授業の担当者に連絡、参観後はファカルティ支援チ

－ム学部担当にコメントを提出する。生活科学部の授業参観は3学部に開かれ、生活科学部と理学部は相互に参

観できる。2学部を参観した場合は2か所にコメントを提出する。コメントには自分の授業に取り入れたい点（注

目した点）やＦＤ実施に関する意見など記載する（資料8－④－B）。学部の参観教員数は、平成22年度、23年度

ともに18名であった。 

 

資料8－④－A平成22年度生活科学部ＦＤについて（ファカルティ支援チ－ム作成） 

○平成22年度生活科学部ＦＤについて 

1．目的:お互いに授業を参観・評価することで、授業方法内容等の改善を行うと同時に、ジョイント型･対話

型･討論型など、将来の授業形態の開発につなげる。 

2．期間:：平成22年6月21日(月)から7月9日（金）までの3週間 

3．5月31日(月)から6月25日（金）に行われる理学部のＦＤのための授業参観も可とする。ただしこの場合は、

アンケ－トを理学部と生活科学部の2箇所に提出しなければならない。 

4．対象授業：生活科学部担当常勤職員の全科目（ただし、授業の形態やそのほかの理由で参観不可の科目は

除く。）とする。事前にメ－ル等で担当教員に連絡すること。 

5．参観者：生活科学部全教員、他学部の教員も可とする。 

期間中1科目以上を参観し、期日までに教育支援チ－ム生活科学部担当（******@ocha.ac.jp)にアンケ－トを提

出すること。 

7．今年度の評価の対象になりますので参加ください。 

＊科目一覧表とアンケ－ト用紙は、本学HPの全学教育システム改革推進本部のペ－ジの【生活科学部】からダ

ウンロ－ドしてください。 

（http://www.ocha.ac.jp/edu_p/news/20100527.html） 

＊アンケ－トの締め切りは、7月12日（月） 
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＊回収方法は、メ－ルにて添付し、教育支援チ－ム生活科学部担当（*****@ocha.ac.jp)まで。 

 

資料8－④－B 平成22年度生活科学部ＦＤ授業参観アンケ－ト・コメント集 

○学部共通科目「生活科学概論」に関するアンケート・コメント 

生活科学概論 

（注目した点） 

① 門領域外の学生にもわかりやすくいろいろな事例を使って内容を表現していた点。 

② 授業の流れをわかりやすく始めと最後に伝えていた点。 

（コメント） 

生活科学部は広い範囲の専門にわたる先生方がおり、今回初めて理系の先生の担当授業に参観

させてもらいました。授業の対象は生活科学部全ての学生に対するため、文系の学生にもわか

るように話の内容に工夫がされていました。ある身近な現象を数式を使ってとらえると、法則

性がとらえられ、現象をわかりやすく表現できることを示しておられました。内容的にもとて

もおもしろく、授業の準備を丁寧にされたことがよくわかりました。文系の人でもこのような

授業を受ける機会があるということがすばらしいと思います。 
 

○「生活科学部ＦＤ」実施への意見 

（コメント） 

授業参観の FD だけでなく、チームで行っている授業など複数の教員間で話合いを重ねて実習など授業を実施

している場合もあるので、このような授業そのものをFDとみなすこともできると思います。 

（コメント） 

FD の授業参観の期間についてですが、いつも同じ時期の、しかも今年は授業期間の短い中で最も授業の忙しい時期

に行われましたが、このような短い期間に限定しなくてもいいのではないでしょうか。また、後期の授業はいつも対

象にならず、枠を外して一年に一度、各自がそれぞれの時期に担当の先生に申し込み行う形で十分対応できるのでは

ないかと思っています。今回は指定された期間の中ではまったく時間がとれなかったので、上述した7月11日の授

業をそれにとってかわる形で位置付けていただけたらと思いました。 

（コメント） 

授業参観自体は、おもしろく有益だと思う。しかし、ＦＤだけに限らず様々な取り組みがなされいて、自分の講義の

準備時間が減っている。本末転倒にならないようにしなければいけないと自戒したい。 

  

【分析結果とその根拠理由】 

学部のファカルティ・ディベロップメントとして毎年行われている授業参観は、他学部の参観も可能とし、専

門以外の分野の授業展開をみることができる機会として評価されている。参観した教員のコメントによれば、授

業参観というＦＤ自体は評価されるが、期間の限定に対する不満や、自身の授業準備時間への影響など、体制を

見直すべく意見があり、この点は改善を要する。 

 

 

観点⑤：  教育支援者や教育補助者に対し、教育活動の質の向上を図るための研修等、その資質の向上を図る

ための取組が適切に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

生活科学部にはアカデミック・フェロ－（ＡＦ）が1名（食物）、アカデミック・アシスタント(ＡＡ)が7名（食

物3名、人間・環境科学科、発達臨床心理学講座、生活社会科学講座、生活文化学講座各1 名）おり、学科・講

座の実験・実習の授業および事務的補佐を行い、学部における教育活動の質の向上のために貢献している。特に



お茶の水女子大学生活科学部 基準 8 

 

- 78 - 

食物栄養学科では管理栄養士養成課程として管理栄養士の助手が4 名必須であり、4 名は必修科目である食物栄

養関連の実験・実習の助手を務め、担当教員と連絡を密にして授業を補佐している。学科・講座の教育支援に携

わるものに、修士および博士課程の学生によるティ－チング・アシスタント(ＴＡ)がおり、授業の補助を行って

いる。ＴＡは、本学大学院に在籍する優秀な学生に教育補助業務を行わせることにより、本人の資質の向上をは

かる目的もあり（資料8－⑤－A、前掲資料3－⑦－B）、また1時間単価1200円の支給手当は学生の経済的支援と

もなっている。学期はじめに説明会に参加させ、職務内容を把握させている。 

 

資料8－⑤－A 教育支援者、教育補助者に対する研修等 

○国立大学法人お茶の水女子大学ティ－チング・アシスタント取扱要項（抜粋） 

(趣旨) 

第1条 この要項は、国立大学法人お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科(以下「研究科」という。)

に在籍する優秀な学生をティ－チング・アシスタント(以下「ＴＡ」という。)として教育補助業務を行わせ、

大学教育の充実及び指導者としてのトレ－ニングの機会提供を図るとともに、これに対する手当支給によ

り、処遇の改善に資するため、必要な事項を定める。 

(職務内容) 

第2条 ＴＡは、授業担当教員の指示に従い、学部又は研究科博士前期課程の学生に対する講義、実験、実習、

演習等の教育補助業務に従事する。 

(実施計画) 

第11条 授業担当教員等は、ＴＡに教育補助業務を行わせる授業科目について、別に定めるところにより実施

計画書を作成するものとする。 

(実施報告書) 

第12条 ＴＡは、毎年度末又は毎学期末までに、別に定めるところにより実施報告書を教育機構長に提出する

ものとする。 

(研修) 

第13条 学長は、ＴＡに対して、必要な研修を行うものとする。 

（「お茶の水女子大学規則集」） 

 

資料3－⑦－B（再掲） ＴＡの配置状況(平成23年5月現在)  

区分 開講授業数 ＴＡ申請授業数 ＴＡ配置授業数 

文教育学部 777 143 132 
理学部 431 103 88 
生活科学部 468 76 75 
大学院人間文化創成科学研究科（博士前期） 539 62 54 

計 2215 384 349 

（ファカルティ支援チーム作成） 

【分析結果とその根拠理由】 

教育支援者や教育補助者に対して、担当教員との連絡や全学的説明はなされているものの、教育活動の質の向

上を図るための研修が学部として十分に行われているとはいえない。しかし、学科・講座によって異なる専門的

な内容を含めた研修を、学部規模で行うことは難しく、全学で行う全体的な話と専門的かつ具体的な説明をする

学科・講座ごとの研修にわけて行うことが望ましい。 
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（2）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

生活科学部FDとして、他学部にも開かれた授業参観が行われ、参加教員のアンケート回答は学部で共有されて

いる。消費生活アドバイザー支援プログラムには、学外者として卒業生が関わり、教育の質の改善につながって

いる。 

 

【改善を要する点】 

教育支援者や教育補助者に対して、教育活動の質の向上を図るための研修や資質を向上させるための取組につ

いて検討が必要である。また教員や学生からのヒアリングをセミナー等利用して積極的に行うこと、卒業生など

学外者の意見を反映させる場をつくること、ＦＤの実施期間を工夫し、ＦＤ参加率を上げるなど、学部教育の質

の確保のための改善策を検討する必要がある。 
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基準10 教育情報等の公表 

 

（1）観点ごとの分析 

 

観点①：  大学の目的（学士課程であれば学部、学科又は課程等ごと、大学院課程であれば研究科又は専攻等ごとを含

む。）が、適切に公表されるとともに、構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学部・学科の目的は、『大学案内』、『学生便覧 履修ガイド』、「教育情報公開のレビュー」、「学内規則集」、「募集要

項」に掲載され、広く公表されている。公表状況を資料10－①－Aに示す。これらはＨＰ上で見ることができ、本学の構

成員である教職員、学生、受験生、さらに一般の人々へ情報を提供している。特に、『大学案内』（資料 10－①－B）、「募

集要項2012」（Web資料10－①－1）では、学部・学科の目的が詳細に述べられ、学科別の特徴が説明されている。大学案

内はＨＰ上で簡単に操作できるSmart パンフ版を提供し、受験生や一般の人々へ本学部の情報を積極的に公表している（資

料10－①－C）。刊行物による公表以外に、学生に対しては毎年、新入生を対象に「新入生セミナー」が1泊2日で実施さ

れ、学部・学科の目的周知の機会が作られている（資料10－①－D）。 

 

別添資料・Ｗｅｂ資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料10－①－1 生活科学部の目的（「募集要項2012」）（ http://www.ao.ocha.ac.jp/admissionpolicy.html ） 

 
資料10－①－A  大学・学部学科の目的の周知状況（平成23年度） 

資料名 
掲載内容 掲載箇所 

配付先又は 
アクセス対象 主な配付先 

（冊子の場合） 
配付数又はアクセス件数 

 
冊
子 

Ｈ
Ｐ 

教職
員 

学  
生 

受験
生 

一  
般 

大学案内 
○ ○ 

各学部の紹介   
○ ○ ○ ○ 

オープンキャン
パス 

20,000 

大学概要 
○ ○ 

大学憲章   
○ ○ ○ ○ 

  
2,000 

大学院パンフ
レット ○ ○ 

各専攻の目的   
○ ○ ○ ○ 

  
1,000 

教育情報公開
のレビュー － ○ 

各学部、大学院
各専攻の目的 

  
○ ○ ○ ○ 

  
22,010 

学内規則集 
－ ○ 

学則、大学院学
則（学部の目的、
大学院の目的） 

  
○ ○ ○ ○ 

  149191（※） 
※：一般向け規則集のトップページへの

アクセス者数を集計。 

履修ガイド 

○ － 

大学憲章、カリ
キュラムポリシ
ー、大学の目的、
大学院の目的 

（文教育学部）学生便覧・履
修ガイド(P43-98) 

○ ○ ○ ○ 

学生・教職員 
379 

（理学部）学生便覧・履修ガ
イド(P99-129) 

246 

（生活科学部）学生便覧・履
修ガイド(P131-156) 

217 

学則 842 

募集要項 

○ ○ 

各専攻の目的、
入学者受入方針
（アドミッショ
ンポリシー） 

（学部）
http://www.ao.ocha.ac
.jp/admissionpolicy.h
tml 

○ ○ ○ ○ 

オープンキャン
パスで配布 
志願者、高等学
校、予備校など 

選抜要項：6,414部 
推薦入試：950部 
一般入試：5,595部 
編入（文・生）：455部 
編入（理）：250部 
私費留学生：165部 
AO入試：758部 
高大連携：100部 

計14,687部 
学位授与方針 

- ○ 
本学のディプロ
マ・ポリシー 

http://www.ocha.ac.jp/pro
gram/index.html  

○ ○ ○ ○ 
  ※HPでの公表はH24から 

（広報チーム[大学案内・大学概要・大学院パンフレット・教育情報公開のレビュー・学内規則]、教務チーム[履修ガイド・

大学院履修ガイド]、入試チーム[募集要項]作成） 

※ＨＰ版のあるものについては、学内外の全ての方が閲覧可能であることから、対象は全部とした 
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資料10－①－B   

○生活科学部・学科の目的 

 

 

 

 

（『大学案内2012』p.74～84） 
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資料10－①－C 

○Smartパンフ版 『大学案内2012』 

 

（ http://daigaku.shingakunavi.jp/p/school/detail/pamphlet/pl_6620400_50/index_univ.html?startp

age=6&keyword=&scl_no=6620400&logo_flag=1&mtr_flag=1&cid=sp0100070501） 

 

資料10－①－D  新入生ガイダンス（再掲） 

○平成24年度新入生セミナー実施要項 

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

さまざまな刊行物に大学、学部・学科の目的が掲載されている。それらは、冊子及びＨＰの形式によって適切に公表さ

れ、構成員に周知されている。さらに、学生に対しては、毎年、「新入生ガイダンス」が実施されており、学部・学科の目

的を理解させるよう努めている。 

 

 

観点②：  入学者受入方針、教育課程の編成・実施方針及び学位授与方針が適切に公表、周知されているか。 

 

【観点に係る状況】 

入学者受け入れ方針は、「募集要項」（資料 10－②－A）、ＨＰ上の「入試情報：アドミッション・ポリシー」（Web 資料

10－②－1、前掲資料4－①－B）に示されている。「募集要項」は、オープンキャンパスや高等学校、予備校等で配布され
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（配布数は全学部で約 14,000 部）、本学志願者への周知に努めている（資料 10－②－B）。教育課程の編成・実施方針は、

『学生便覧 履修ガイド』（資料10－②－C）と『生活科学部 履修の手引き』（資料10－②―D）、新入生セミナーの実施

（資料 10－①－D）によって、学生へ周知されている。さらに、ＨＰ上の「学士課程カリキュラム・ポリシー」における

学部・学科、プログラムの公表は、本学学生のみならず学外関係者にも本学の教育内容を提供している（web資料10－②

－E）。 

 

別添資料・Ｗｅｂ資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料10－②－1 
学科のアドミッション・ポリシー 

（大学ＨＰ http://www.ao.ocha.ac.jp/admissionpolicy_1.html） 

 

資料10－②－A  学生募集要項（「平成24年度 学生募集要項 一般入試」P.1） 

 

 

資料10－②－B  募集要項配布先と配布数（入試チーム作成） 

資料名 掲載内容 掲載箇所 
配付先又はアクセス対象 主な配付先

（冊子） 
配付数又はアクセス件数 

教職員 学生 受験生 一  般 

募集要項（冊

子・HP） 

各専攻の目的、入
学者受入方針（ア
ドミッションポ
リシー） 

（学部）

http://www.ao.ocha.ac.

jp/admissionpolicy.htm

l  

○ ○ ○ ○ 

オープンキ
ャンパスで
配布 
志願者、高
等学校、予
備校など 

【学部】 
選抜要項：6,414部 
推薦入試：950部 
一般入試：5,595部 
編入（文・生）：455部 
編入（理）：250部 
私費留学生：165部 
AO入試：758部 
高大連携：100部 
     学部計14,687部 
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資料10－②―C  教育課程の編成・実施方針 

○生活科学部履修規程（抜粋） 

 

 

（『学生便覧 履修ガイド2012』P.137、213） 
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資料10－②―D  教育課程の編成・実施方針（『生活科学部 履修の手引き 平成24年度』P.2） 

○生活科学部 履修の手引き「はじめに」 

 

 

Web資料10－②－E「学士課程カリキュラム・ポリシー」 

○生活科学部の教育課程編成・実施方針（抜粋） 

生活科学部の教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

生活科学部は、人間と生活と環境を分析的かつ総合的に理解する技法を学び、専門的学知に裏打ち

された確かな教養と豊かな構想力を身につけ、将来、社会の多方面で活躍する女性リーダーを育成す

ることを使命としている。この目的を実現するために、食の科学と健康、人間と環境、人間の生活（発

達と心の健康、社会、文化）という人間生活の主要問題群に従って、学部を３学科で編成し、高度に

専門分化した学知を結集して、現代生活の諸問題を、生活者の視点から多面的かつ総合的に解明する

ことを目指す。カリキュラムは以下の見地から構成される。 

1.文理融合の総合応用科学としての生活科学という見地からカリキュラムを構成する。 

2.公共の利益に資する高度な専門知識、市民的教養、判断力を身につけることをカリキュラムの根本

理念とする。それを実現するために、質の高い講義、少人数の実験・実習・演習、個々に応じた卒

業論文作成指導を基軸とするカリキュラムの中で、思考力と対話能力を広めかつ深める。 

3.専門教育に関連する各種資格の取得を念頭に置いたカリキュラムを構成し、卒業後の進路選択に資

する。高等学校・中学校教員免許（家庭）取得のための科目を設置する。 

 

(1) 食物栄養学科 

豊かな食生活と健康な社会の実現に向けて、食物と栄養に関する科学的視点と実践力を身につけた

人材の育成を教育の目標としている。そのために、食物と栄養に関する広範な学問領域に関して教育

を行う。この教育目標を実現するために、次の方針のもとにカリキュラムを実施する。 

① 本学科は、入学年次から２年次までに自然科学系の基礎科目を履修するのと併行して、食物と栄

養に関する基礎学問領域の教育を行う。 

② ３年次には、食物と栄養に関するより専門性の高い専攻科目と実験実習を履修する。 

③ ４年次には、食物と栄養に関する科学研究の専門教育として、卒業論文を必修とする。少人数教

育による実験実習を重視し、卒業研究では食物栄養学科や生活環境教育研究センターの各研究室に

て、特定のテーマに関する研究教育を行う。 
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④ 本学科を卒業すると栄養士免許と管理栄養士の国家試験受験資格が与えられる。栄養教諭免許取

得のための科目を設置する。 

（大学ＨＰ http://www.ocha.ac.jp/program/curriculum_policy/undergrad.html） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

入学者受け入れ方針については、「募集要項」とＨＰによって、本学が志願者に対してどのような能力や適性を求めてい

るのかを社会に公表している。教育課程の編成・実施方針は、『大学案内 履修ガイド』『生活科学部 履修の手引き』さ

らに新入生ガイダンスの実施によって、学生や教職員へ周知されている。また、ＨＰによる「学士課程プログラム・ポリ

シー」の公表は、学外関係者に対して、本学学生が得た知識・技能の質・量を提供している。 

 

（2）優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

本学部、学科の目的は、『大学案内』、『学生便覧 履修ガイド』「教育情報公開のレビュー」、「学内規則集」、「募集要項」

等のさまざまな刊行物やＨＰに掲載され、広く公表されている。入学者受入方針は「募集要項」とＨＰ上の「入試情報：

アドミッション・ポリシー」に詳細に記載されており、志願者のみならず社会への周知に役立っている。また、教育課程

の編成・実施方針については『学生便覧 履修ガイド』、『生活科学部 履修の手引き』、ＨＰ上の「学士課程プログラム・

ポリシー」と年に1回開催される1泊2日の「新入生セミナー」によって周知の徹底がなされている。ＨＰは、一般の人々

へ情報を提供するために、詳細にわかりやすく記述されている。 

 

【改善を要する点】 

本学部・学科の目的、入学者受入方針、教育課程の編成・実施方針について、本学に関係する者（入学者志願者、在学

者、保護者、卒業（修了）生の雇用者、社会全般）への公表をさらに進めるために、ＨＰの有効活用がますます必要とな

るだろう。グローバルな視野を持ち、国内外で活躍できる女性の輩出が大学の教育目標の一つであることを鑑みれば、英

語による発信をさらに充実させることは重要である。同時に、英語以外の言語による教育情報の公開についても考慮すべ

きである。 
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